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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報処理装置であって、
　第１のデバイスと、
　第２のデバイスと、
　前記第１のデバイスと前記第２のデバイスとで共用されるとともに、前記第１のデバイ
スと前記第２のデバイスとのいずれかの表示元デバイスからの画面データに基づく画面を
表示する操作表示部と、
を備え、
　前記第２のデバイスは、前記第２のデバイス用の複数の画面を前記操作表示部に表示す
るための複数の画面データを有しており、
　前記第１のデバイスは、前記第２のデバイス用の前記複数の画面のうちの特定の画面で
あって前記第２のデバイスで管理されている所定の情報を通知する特定の画面に関する画
面データを有しており、
　前記第２のデバイスは、第１の電力モードから、前記第１の電力モードにおける消費電
力よりも小さい消費電力で動作する第２の電力モードへと移行することが可能であるとと
もに、前記第１の電力モードから前記第２の電力モードへの移行に先立って、前記所定の
情報を前記第１のデバイスに送信し、
　前記第１のデバイスは、
　　前記操作表示部における前記特定の画面の表示に際して、前記第２のデバイスが前記
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第１の電力モードと前記第２の電力モードとのいずれを有するか、を判定し、
　　　前記第２のデバイスが前記第１の電力モードを有する旨が判定される場合には、前
記所定の情報の送信要求を前記第２のデバイスに送信するとともに、前記送信要求に応じ
て前記第２のデバイスから送信されてきた前記所定の情報を、前記特定の画面において通
知し、
　　　前記第２のデバイスが前記第２の電力モードを有する旨が判定される場合には、前
記送信要求を前記第２のデバイスに送信することなく、前記第２のデバイスにおける前記
第２の電力モードへの移行に先立って前記第２のデバイスから受信した前記所定の情報を
、前記特定の画面において通知することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の情報処理装置において、
　前記第２のデバイスは、
　　前記第１の電力モードから前記第２の電力モードへの移行時点よりも前の所定の時点
において、前記所定の情報を前記第１のデバイスに送信し、
　　前記所定の時点から前記移行時点までの間に前記所定の情報が更新された場合、前記
第１の電力モードから前記第２の電力モードへの移行に際して、更新後の前記所定の情報
を前記第１のデバイスに送信し、
　　前記所定の時点から前記移行時点までの間に前記所定の情報が更新されていない場合
は、前記第１の電力モードから前記第２の電力モードへの移行に際して、前記所定の情報
を前記第１のデバイスに送信しないことを特徴とする情報処理装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の情報処理装置において、
　前記第２のデバイスは、前記第１の電力モードから前記第２の電力モードへの移行に先
立って、前記所定の情報のみならず前記所定の情報以外の情報をも含む情報を、前記第１
のデバイスに予備的に送信すべき予備送信情報として前記第１のデバイスに送信し、
　前記第１のデバイスは、前記操作表示部における前記特定の画面の表示に際して、前記
第２のデバイスが前記第２の電力モードを有する旨が判定される場合には、前記所定の情
報の前記送信要求を前記第２のデバイスに送信することなく、前記第２のデバイスにおけ
る前記第２の電力モードへの移行に先立って受信した前記予備送信情報から前記所定の情
報を抽出して、抽出した前記所定の情報を前記特定の画面において通知することを特徴と
する情報処理装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の情報処理装置において、
　前記第１のデバイスは、前記複数の画面のうちの一部の画面であって前記特定の画面を
含む一部の画面に関する画面データを有し、
　前記第２のデバイスは、前記第１の電力モードから前記第２の電力モードへの移行に先
立って、前記第２のデバイスで管理されている情報であって前記一部の画面で通知される
べき情報のうち、所定程度よりも高い優先度を有する情報を前記第１のデバイスに送信す
ることを特徴とする情報処理装置。
【請求項５】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の情報処理装置において、
　前記第１のデバイスは、前記複数の画面のうちの一部の画面であって前記特定の画面を
含む一部の画面に関する画面データを有し、
　前記第２のデバイスは、前記第１の電力モードから前記第２の電力モードへの移行に際
して、前記第２のデバイスで管理されている情報であって前記一部の画面で通知されるべ
き情報のうち、前記第１のデバイスの記憶手段の空き容量に基づき決定された情報を前記
第１のデバイスに送信することを特徴とする情報処理装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれかに記載の情報処理装置において、
　前記特定の画面は、前記第２のデバイスにおける消耗品情報と前記第２のデバイスにお
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ける異常に関する状態情報と前記第２のデバイスの装置構成情報とのうちの少なくとも１
つの情報を通知する画面であり、
　前記所定の情報は、前記少なくとも１つの情報を含むことを特徴とする情報処理装置。
【請求項７】
　請求項１から請求項５のいずれかに記載の情報処理装置において、
　前記特定の画面は、前記第２のデバイスに格納されているファイルを一覧表示する画面
であり、
　前記所定の情報は、前記ファイルのサムネイル画像の画像データを含むことを特徴とす
る情報処理装置。
【請求項８】
　請求項１から請求項５のいずれかに記載の情報処理装置において、
　前記特定の画面は、前記第２のデバイスに格納されている特定のファイルのプレビュー
画面であり、
　前記所定の情報は、前記特定のファイルのプレビュー画像の画像データを含むことを特
徴とする情報処理装置。
【請求項９】
　請求項１から請求項８のいずれかに記載の情報処理装置において、
　前記第２のデバイスは、前記第１の電力モードから前記第２の電力モードへの移行に際
して、前記複数の画面のうち前記第１のデバイスにて保有されていない画面データに係る
画面である非保有画面の画面構成情報と前記非保有画面にて通知されるべき情報である通
知対象情報とを前記第１のデバイスに送信し、
　前記第１のデバイスは、
　　前記操作表示部における前記非保有画面の表示に際して前記第１のデバイスが前記表
示元デバイスとして動作している場合において、前記第２のデバイスが前記第１の電力モ
ードを有する旨が判定されるときには、前記表示元デバイスを前記第１のデバイスから前
記第２のデバイスへと切り替え、
　　前記操作表示部における前記非保有画面の表示に際して前記第１のデバイスが前記表
示元デバイスとして動作している場合において、前記第２のデバイスが前記第２の電力モ
ードを有する旨が判定されるときには、前記表示元デバイスを前記第２のデバイスに切り
替えることなく、前記第２のデバイスにおける前記第２の電力モードへの移行に際して前
記第２のデバイスから受信した前記画面構成情報と前記通知対象情報とに基づいて、前記
非保有画面を生成して、生成した前記非保有画面において前記通知対象情報を通知するこ
とを特徴とする情報処理装置。
【請求項１０】
　請求項１から請求項９のいずれかに記載の情報処理装置において、
　前記第２のデバイスは、
　　印刷ジョブを実行することが可能なデバイスであるとともに、
　　前記第１の電力モードから前記第２の電力モードへの移行に先立って、前記情報処理
装置と通信可能な印刷出力装置の装置識別情報をも前記第１のデバイスに送信し、
　前記第１のデバイスは、
　　前記第１のデバイスにて前記印刷ジョブの実行指示を受け付けた場合において、前記
第２のデバイスが前記第１の電力モードを有する旨が判定されるときには、前記第２のデ
バイスに前記印刷ジョブを送信し、
　　前記第１のデバイスにて前記印刷ジョブの実行指示を受け付けた場合において、前記
第２のデバイスが前記第２の電力モードを有する旨が判定されるときには、前記装置識別
情報に基づいて、前記第２のデバイスではなく前記印刷出力装置に前記印刷ジョブを送信
することを特徴とする情報処理装置。
【請求項１１】
　請求項１から請求項１０のいずれかに記載の情報処理装置において、
　前記複数の画面は、前記第２のデバイスに関する管理者設定画面を含み、
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　前記第１のデバイスは、前記操作表示部における前記管理者設定画面の表示に際して前
記第１のデバイスが前記表示元デバイスとして動作している場合には、前記第２のデバイ
スがいずれの電力モードを有するかにかかわらず、前記表示元デバイスを前記第１のデバ
イスから前記第２のデバイスへと切り替えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項１２】
　情報処理装置に設けられた第１のデバイスに内蔵されるコンピュータに、
　ａ）前記情報処理装置に設けられた第２のデバイスと前記第１のデバイスとで共用され
る操作表示部において、前記第２のデバイス用の複数の画面のうちの特定の画面であって
前記第２のデバイスで管理されている所定の情報を通知する特定の画面を表示する際に、
前記第２のデバイスが第１の電力モードと第２の電力モードとのいずれを有するか、を判
定するステップと、
　ｂ）前記所定の情報を前記特定の画面において通知するに際して、前記ステップａ）に
おける判定結果に応じた処理を実行するステップと、
　ｃ）前記第２のデバイスにおける前記第１の電力モードから前記第２の電力モードへの
移行に先立って前記第２のデバイスから送信されてきた前記所定の情報を受信するステッ
プと、
を実行させるためのプログラムであって、
　前記第２の電力モードは、前記第１の電力モードにおける消費電力よりも小さい消費電
力で動作する電力モードであり、
　前記第２のデバイスは、前記第１の電力モードから前記第２の電力モードへと移行する
ことが可能であり、
　前記第１のデバイスは、前記特定の画面に関する画面データを有しており、
　前記ステップｂ）は、
　　ｂ－１）前記第２のデバイスが前記第１の電力モードを有する旨が前記ステップａ）
にて判定される場合には、前記所定の情報の送信要求を前記第２のデバイスに送信すると
ともに、前記送信要求に応じて前記第２のデバイスから送信されてきた前記所定の情報を
受信し、受信した前記所定の情報を前記特定の画面において通知するステップと、
　　ｂ－２）前記第２のデバイスが前記第２の電力モードを有する旨が前記ステップａ）
にて判定される場合には、前記送信要求を前記第２のデバイスに送信することなく、前記
ステップａ）に先立って前記ステップｃ）にて前記第２のデバイスから受信していた前記
所定の情報を、前記特定の画面において通知するステップと、
を有することを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＭＦＰ（マルチ・ファンクション・ペリフェラル（Multi-Functional Perip
heral））などの情報処理装置およびそれに関連する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＭＦＰにおいて、当該ＭＦＰの内部に準備された画面データを用いて各種の画面（設定
用画面等）が当該ＭＦＰの操作表示部（詳細にはタッチパネル）に表示される技術が存在
する（特許文献１等参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－５９９８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、本願出願人は、独立して動作する複数のデバイス（たとえば、画像形成デバ
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イス（旧来のＭＦＰ等）とサーバデバイス（いわゆるサーバコンピュータ装置）とを含む
複数のデバイス）を１つの画像処理装置（ＭＦＰ）内に設けることを案出した。さらに、
本願出願人は、そのような１つの画像処理装置において、１つの操作表示部を当該複数の
デバイスで共用することをも案出した。なお、複数のデバイスを統合する当該技術によれ
ば、オフィス環境等における省スペース化の要請および／または管理容易化の要請等に応
えることが可能である。
【０００５】
　当該操作表示部における表示に関しては、各デバイスが自デバイス用の複数の画面に関
する表示用データ（画面データ）を有し、各デバイスが自デバイス用の画面を操作表示部
に表示すること、が考えられる。
【０００６】
　ここにおいて、本願出願人は、種々の事情を考慮して、一方のデバイスに他方のデバイ
ス用の複数の画面のうちの一部の画面に関する画面データを格納させておき、当該一方の
デバイスが他方のデバイス用の画面（一部の画面）を操作表示部に表示すること、をさら
に案出した。たとえば、画像形成デバイス用の複数の画面のうちの一部の画面に関する画
面データをサーバデバイスに格納させておき、サーバデバイスが画像形成デバイス用の画
面（一部の画面）を操作表示部に表示することが考えられる。
【０００７】
　ただし、一方のデバイスが他方のデバイス用の画面を操作表示部に表示する場合におい
て、当該他方のデバイスが省電力モード（比較的小さい消費電力で動作する電力モード）
を有するときには、次のような問題が生じ得る。
【０００８】
　たとえば、サーバデバイスの管理下で操作表示部に表示される画面（画像形成デバイス
用の画面）において、画像形成デバイスで管理されている情報が通知（表示）されること
がある。より詳細には、コピージョブに関する設定画面（コピー設定画面）において、画
像形成デバイスで管理されている消耗品情報（画像形成デバイスにおける消耗品情報）等
が通知（表示）されることがある。
【０００９】
　このような画面（たとえばコピー設定画面）が操作表示部に表示される場合、サーバデ
バイスは、当該コピー設定画面にて通知されるべき情報（たとえば消耗品情報）の送信要
求を画像形成デバイスに送信する。そして、画像形成デバイスは、当該送信要求に応答し
て当該消耗品情報をサーバデバイスに送信し、サーバデバイスは、画像形成デバイスから
受信した消耗品情報を当該コピー設定画面にて通知（表示）する。
【００１０】
　しかしながら、サーバデバイスが当該送信要求を画像形成デバイスに送信する際に画像
形成デバイスが省電力モードを有する場合には、当該画像形成デバイスは、当該送信要求
に応答して消耗品情報をサーバデバイスに送信するために省電力モードから通常モードへ
と移行（復帰）してしまう。その結果、画像形成デバイスにおける省電力性が低下する。
【００１１】
　そこで、この発明は、一方のデバイスが他方のデバイス用の画面を操作表示部に表示す
る場合において、比較的小さい消費電力で動作する電力モードを有する当該他方のデバイ
スにおける省電力性の低下を抑制することが可能な技術を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記課題を解決すべく、請求項１の発明は、情報処理装置であって、第１のデバイスと
、第２のデバイスと、前記第１のデバイスと前記第２のデバイスとで共用されるとともに
、前記第１のデバイスと前記第２のデバイスとのいずれかの表示元デバイスからの画面デ
ータに基づく画面を表示する操作表示部と、を備え、前記第２のデバイスは、前記第２の
デバイス用の複数の画面を前記操作表示部に表示するための複数の画面データを有してお
り、前記第１のデバイスは、前記第２のデバイス用の前記複数の画面のうちの特定の画面
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であって前記第２のデバイスで管理されている所定の情報を通知する特定の画面に関する
画面データを有しており、前記第２のデバイスは、第１の電力モードから、前記第１の電
力モードにおける消費電力よりも小さい消費電力で動作する第２の電力モードへと移行す
ることが可能であるとともに、前記第１の電力モードから前記第２の電力モードへの移行
に先立って、前記所定の情報を前記第１のデバイスに送信し、前記第１のデバイスは、前
記操作表示部における前記特定の画面の表示に際して、前記第２のデバイスが前記第１の
電力モードと前記第２の電力モードとのいずれを有するか、を判定し、前記第２のデバイ
スが前記第１の電力モードを有する旨が判定される場合には、前記所定の情報の送信要求
を前記第２のデバイスに送信するとともに、前記送信要求に応じて前記第２のデバイスか
ら送信されてきた前記所定の情報を、前記特定の画面において通知し、前記第２のデバイ
スが前記第２の電力モードを有する旨が判定される場合には、前記送信要求を前記第２の
デバイスに送信することなく、前記第２のデバイスにおける前記第２の電力モードへの移
行に先立って前記第２のデバイスから受信した前記所定の情報を、前記特定の画面におい
て通知することを特徴とする。
【００１３】
　請求項２の発明は、請求項１の発明に係る情報処理装置において、前記第２のデバイス
は、前記第１の電力モードから前記第２の電力モードへの移行時点よりも前の所定の時点
において、前記所定の情報を前記第１のデバイスに送信し、前記所定の時点から前記移行
時点までの間に前記所定の情報が更新された場合、前記第１の電力モードから前記第２の
電力モードへの移行に際して、更新後の前記所定の情報を前記第１のデバイスに送信し、
前記所定の時点から前記移行時点までの間に前記所定の情報が更新されていない場合は、
前記第１の電力モードから前記第２の電力モードへの移行に際して、前記所定の情報を前
記第１のデバイスに送信しないことを特徴とする。
【００１４】
　請求項３の発明は、請求項１または請求項２の発明に係る情報処理装置において、前記
第２のデバイスは、前記第１の電力モードから前記第２の電力モードへの移行に先立って
、前記所定の情報のみならず前記所定の情報以外の情報をも含む情報を、前記第１のデバ
イスに予備的に送信すべき予備送信情報として前記第１のデバイスに送信し、前記第１の
デバイスは、前記操作表示部における前記特定の画面の表示に際して、前記第２のデバイ
スが前記第２の電力モードを有する旨が判定される場合には、前記所定の情報の前記送信
要求を前記第２のデバイスに送信することなく、前記第２のデバイスにおける前記第２の
電力モードへの移行に先立って受信した前記予備送信情報から前記所定の情報を抽出して
、抽出した前記所定の情報を前記特定の画面において通知することを特徴とする。
【００１５】
　請求項４の発明は、請求項１から請求項３のいずれかの発明に係る情報処理装置におい
て、前記第１のデバイスは、前記複数の画面のうちの一部の画面であって前記特定の画面
を含む一部の画面に関する画面データを有し、前記第２のデバイスは、前記第１の電力モ
ードから前記第２の電力モードへの移行に先立って、前記第２のデバイスで管理されてい
る情報であって前記一部の画面で通知されるべき情報のうち、所定程度よりも高い優先度
を有する情報を前記第１のデバイスに送信することを特徴とする。
【００１６】
　請求項５の発明は、請求項１から請求項３のいずれかの発明に係る情報処理装置におい
て、前記第１のデバイスは、前記複数の画面のうちの一部の画面であって前記特定の画面
を含む一部の画面に関する画面データを有し、前記第２のデバイスは、前記第１の電力モ
ードから前記第２の電力モードへの移行に際して、前記第２のデバイスで管理されている
情報であって前記一部の画面で通知されるべき情報のうち、前記第１のデバイスの記憶手
段の空き容量に基づき決定された情報を前記第１のデバイスに送信することを特徴とする
。
【００１７】
　請求項６の発明は、請求項１から請求項５のいずれかの発明に係る情報処理装置におい
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て、前記特定の画面は、前記第２のデバイスにおける消耗品情報と前記第２のデバイスに
おける異常に関する状態情報と前記第２のデバイスの装置構成情報とのうちの少なくとも
１つの情報を通知する画面であり、前記所定の情報は、前記少なくとも１つの情報を含む
ことを特徴とする。
【００１８】
　請求項７の発明は、請求項１から請求項５のいずれかの発明に係る情報処理装置におい
て、前記特定の画面は、前記第２のデバイスに格納されているファイルを一覧表示する画
面であり、前記所定の情報は、前記ファイルのサムネイル画像の画像データを含むことを
特徴とする。
【００１９】
　請求項８の発明は、請求項１から請求項５のいずれかの発明に係る情報処理装置におい
て、前記特定の画面は、前記第２のデバイスに格納されている特定のファイルのプレビュ
ー画面であり、前記所定の情報は、前記特定のファイルのプレビュー画像の画像データを
含むことを特徴とする。
【００２０】
　請求項９の発明は、請求項１から請求項８のいずれかの発明に係る情報処理装置におい
て、前記第２のデバイスは、前記第１の電力モードから前記第２の電力モードへの移行に
際して、前記複数の画面のうち前記第１のデバイスにて保有されていない画面データに係
る画面である非保有画面の画面構成情報と前記非保有画面にて通知されるべき情報である
通知対象情報とを前記第１のデバイスに送信し、前記第１のデバイスは、前記操作表示部
における前記非保有画面の表示に際して前記第１のデバイスが前記表示元デバイスとして
動作している場合において、前記第２のデバイスが前記第１の電力モードを有する旨が判
定されるときには、前記表示元デバイスを前記第１のデバイスから前記第２のデバイスへ
と切り替え、前記操作表示部における前記非保有画面の表示に際して前記第１のデバイス
が前記表示元デバイスとして動作している場合において、前記第２のデバイスが前記第２
の電力モードを有する旨が判定されるときには、前記表示元デバイスを前記第２のデバイ
スに切り替えることなく、前記第２のデバイスにおける前記第２の電力モードへの移行に
際して前記第２のデバイスから受信した前記画面構成情報と前記通知対象情報とに基づい
て、前記非保有画面を生成して、生成した前記非保有画面において前記通知対象情報を通
知することを特徴とする。
【００２１】
　請求項１０の発明は、請求項１から請求項９のいずれかの発明に係る情報処理装置にお
いて、前記第２のデバイスは、印刷ジョブを実行することが可能なデバイスであるととも
に、前記第１の電力モードから前記第２の電力モードへの移行に先立って、前記情報処理
装置と通信可能な印刷出力装置の装置識別情報をも前記第１のデバイスに送信し、前記第
１のデバイスは、前記第１のデバイスにて前記印刷ジョブの実行指示を受け付けた場合に
おいて、前記第２のデバイスが前記第１の電力モードを有する旨が判定されるときには、
前記第２のデバイスに前記印刷ジョブを送信し、前記第１のデバイスにて前記印刷ジョブ
の実行指示を受け付けた場合において、前記第２のデバイスが前記第２の電力モードを有
する旨が判定されるときには、前記装置識別情報に基づいて、前記第２のデバイスではな
く前記印刷出力装置に前記印刷ジョブを送信することを特徴とする。
【００２２】
　請求項１１の発明は、請求項１から請求項１０のいずれかの発明に係る情報処理装置に
おいて、前記複数の画面は、前記第２のデバイスに関する管理者設定画面を含み、前記第
１のデバイスは、前記操作表示部における前記管理者設定画面の表示に際して前記第１の
デバイスが前記表示元デバイスとして動作している場合には、前記第２のデバイスがいず
れの電力モードを有するかにかかわらず、前記表示元デバイスを前記第１のデバイスから
前記第２のデバイスへと切り替えることを特徴とする。
【００２３】
　請求項１２の発明は、情報処理装置に設けられた第１のデバイスに内蔵されるコンピュ
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ータに、ａ）前記情報処理装置に設けられた第２のデバイスと前記第１のデバイスとで共
用される操作表示部において、前記第２のデバイス用の複数の画面のうちの特定の画面で
あって前記第２のデバイスで管理されている所定の情報を通知する特定の画面を表示する
際に、前記第２のデバイスが第１の電力モードと第２の電力モードとのいずれを有するか
、を判定するステップと、ｂ）前記所定の情報を前記特定の画面において通知するに際し
て、前記ステップａ）における判定結果に応じた処理を実行するステップと、ｃ）前記第
２のデバイスにおける前記第１の電力モードから前記第２の電力モードへの移行に先立っ
て前記第２のデバイスから送信されてきた前記所定の情報を受信するステップと、を実行
させるためのプログラムであって、前記第２の電力モードは、前記第１の電力モードにお
ける消費電力よりも小さい消費電力で動作する電力モードであり、前記第２のデバイスは
、前記第１の電力モードから前記第２の電力モードへと移行することが可能であり、前記
第１のデバイスは、前記特定の画面に関する画面データを有しており、前記ステップｂ）
は、ｂ－１）前記第２のデバイスが前記第１の電力モードを有する旨が前記ステップａ）
にて判定される場合には、前記所定の情報の送信要求を前記第２のデバイスに送信すると
ともに、前記送信要求に応じて前記第２のデバイスから送信されてきた前記所定の情報を
受信し、受信した前記所定の情報を前記特定の画面において通知するステップと、ｂ－２
）前記第２のデバイスが前記第２の電力モードを有する旨が前記ステップａ）にて判定さ
れる場合には、前記送信要求を前記第２のデバイスに送信することなく、前記ステップａ
）に先立って前記ステップｃ）にて前記第２のデバイスから受信していた前記所定の情報
を、前記特定の画面において通知するステップと、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２４】
　請求項１から請求項１２に記載の発明によれば、第２のデバイスは、第１の電力モード
から第２の電力モードへの移行に先立って、第２のデバイスで管理されている所定の情報
を第１のデバイスに送信する。そして、第１のデバイスは、第２のデバイス用の複数の画
面のうちの特定の画面の表示に際して、第２のデバイスが第２の電力モードを有する旨が
判定される場合には、当該所定の情報の送信要求を第２のデバイスに送信することなく、
第２のデバイスにおける第２の電力モードへの移行に先立って受信した当該所定の情報を
当該特定の画面において通知する。したがって、一方のデバイスが他方のデバイス用の画
面を操作表示部に表示する場合において、比較的小さい消費電力で動作する電力モードを
有する当該他方のデバイスにおける省電力性の低下を抑制することが可能である。
【００２５】
　特に、請求項２および請求項４に記載の発明によれば、第１の電力モードから第２の電
力モードへの移行時における第２のデバイスから第１のデバイスへの情報送信に関して第
２のデバイスにおける通信負荷を低減することが可能である。
【００２６】
　また特に、請求項５に記載の発明によれば、第１のデバイスの記憶手段の空き容量を考
慮した上で、第１の電力モードから第２の電力モードへの移行時における第２のデバイス
から第１のデバイスへの情報送信を行うことが可能である。
【００２７】
　また特に、請求項９に記載の発明によれば、第２のデバイスは、第１の電力モードから
第２の電力モードへの移行に際して、非保有画面の画面構成情報と当該非保有画面におけ
る通知対象情報とを第１のデバイスに送信する。そして、第１のデバイスは、非保有画面
の表示に際して第１のデバイスが表示元デバイスとして動作している場合において、第２
のデバイスが第２の電力モードを有する旨が判定されるときには、表示元デバイスを第２
のデバイスに切り替えることなく、第２のデバイスから受信していた装置構成情報と通知
対象情報とに基づいて、当該非保有画面を生成して通知対象情報を当該非保有画面にて通
知する。したがって、一方のデバイスが他方のデバイス用の画面を操作表示部に表示する
場合において、比較的小さい消費電力で動作する電力モードを有する当該他方のデバイス
における省電力性の低下をさらに抑制することが可能である。
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【００２８】
　また特に、請求項１０に記載の発明によれば、第１のデバイスは、印刷ジョブの実行指
示を受け付けた場合において、第２のデバイスが第２の電力モードを有する旨が判定され
るときには、情報処理装置と通信可能な印刷出力装置に当該印刷ジョブを送信する。した
がって、一方のデバイスが他方のデバイス用の画面を操作表示部に表示する場合において
、比較的小さい消費電力で動作する電力モードを有する当該他方のデバイスにおける省電
力性の低下をさらに抑制することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】ＭＦＰの外観を示す図である。
【図２】ＭＦＰの概略構成を示すブロック図である。
【図３】画像形成デバイスの機能ブロックを示す図である。
【図４】サーバデバイスの機能ブロックを示す図である。
【図５】メインメニュー画面を示す図である。
【図６】画像形成デバイスの管理下で表示されるメニュー画面を示す図である。
【図７】サーバデバイスの管理下で表示されるメニュー画面を示す図である。
【図８】コピー設定画面を示す図である。
【図９】コピー設定画面を示す図である。
【図１０】画像形成デバイス用の特定の画面の表示に関する各デバイスの動作（画像形成
デバイスが通常モードを有する場合の動作）を概念的に示す図である。
【図１１】画像形成デバイス用の特定の画面の表示に関する各デバイスの動作（画像形成
デバイスが省電力モードを有する場合の動作）を概念的に示す図である。
【図１２】サーバデバイスの動作を示すフローチャートである。
【図１３】通知対象情報の一部が更新された場合における画像形成デバイスの動作を簡略
的に説明する図である。
【図１４】予備送信情報の一部を送信する動作を概念的に示す図である。
【図１５】履歴ボタンを含むメニュー画面を示す図である。
【図１６】ジョブ履歴画面を示す図である。
【図１７】ジョブ履歴画面（非保有画面）の表示に関する各デバイスの動作（画像形成デ
バイスが通常モードを有する場合の動作）を概念的に示す図である。
【図１８】ジョブ履歴画面の表示に関する各デバイスの動作（画像形成デバイスが省電力
モードを有する場合の動作）を概念的に示す図である。
【図１９】ジョブの実行に関する各デバイスの動作（画像形成デバイスが通常モードを有
する場合の動作）を概念的に示す図である。
【図２０】ジョブの実行に関する各デバイスの動作（画像形成デバイスが省電力モードを
有する場合の動作）を概念的に示す図である。
【図２１】ボックス印刷設定画面を示す図である。
【図２２】ボックス印刷設定画面を示す図である。
【図２３】プレビュー画面を示す図である。
【図２４】プレビュー画面を示す図である。
【図２５】第２実施形態の変形例に係るコピー設定画面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００３１】
　　＜１．第１実施形態＞
　　　＜１－１．構成概要＞
　図１は、ＭＦＰ（マルチ・ファンクション・ペリフェラル（Multi-Functional Periphe
ral））１０の外観を示す図である。ここでは、情報処理装置として、ＭＦＰ１０を例示
する。なお、ＭＦＰ１０は、画像形成装置あるいは画像処理装置などとも称される。



(10) JP 6863094 B2 2021.4.21

10

20

30

40

50

【００３２】
　図２は、ＭＦＰ１０の概略構成を示すブロック図である。
【００３３】
　このＭＦＰ１０は、互いに独立して動作する複数のデバイス（ここではサーバデバイス
２０と画像形成デバイス３０との２つのデバイス）を備える。ここでは、サーバデバイス
２０と画像形成デバイス３０とは、一の筐体に収容され、一体的に構成されている。なお
、当該一の筐体には、所定の部材と当該所定の部材に対して開閉自在に設けられた部材（
たとえば、ＭＦＰ１０の原稿台に設けられた回転軸に対して回動自在に設けられた原稿カ
バー等）とが含まれるものとする。
【００３４】
　また、このＭＦＰ１０は、操作表示部４０（後述）をも備える。当該操作表示部４０は
、後述するように、当該複数のデバイス２０，３０によって共用される。
【００３５】
　　　＜１－２．画像形成デバイス３０の構成＞
　画像形成デバイス３０（図１も参照）は、各種のジョブ（コピージョブ、スキャンジョ
ブ等）を実行することが可能なデバイスである。なお、画像形成デバイス３０は、ＭＦＰ
デバイスとも称される。
【００３６】
　図３は、画像形成デバイス３０の機能ブロックを示す図である。画像形成デバイス３０
は、管理対象機能（コピー機能、スキャン機能、ファクシミリ機能およびボックス印刷機
能等）を管理している。具体的には、画像形成デバイス３０は、図３に示すように、画像
読取部３２、印刷出力部３３、通信部３４、格納部３５およびコントローラ（制御部）３
９等を備えており、これらの各部を複合的に動作させることによって、各種の機能（管理
対象機能）を実現する。
【００３７】
　画像読取部３２は、画像形成デバイス３０の所定の位置（自動原稿供給部（ＡＤＦ：Au
to Document Feeder）あるいはガラス面等）に載置された原稿を光学的に読み取って（す
なわちスキャンして）、当該原稿の画像データ（原稿画像あるいはスキャン画像とも称す
る）を生成する処理部である。この画像読取部３２は、スキャン部などとも称される。画
像形成デバイス３０は、所定の位置に載置された原稿を読み取ることが可能なデバイスで
あり、画像読取デバイスとも称される。
【００３８】
　印刷出力部３３は、印刷対象に関するデータに基づいて紙などの各種の媒体に画像を印
刷出力する出力部である。画像形成デバイス３０は、各種の媒体に画像を印刷出力するこ
とが可能なデバイスであり、印刷出力デバイスとも称される。
【００３９】
　通信部３４は、公衆回線等を介したファクシミリ通信を行うことが可能な処理部である
。さらに、通信部３４は、ネットワークを介したネットワーク通信を行うことも可能であ
る。このネットワーク通信では、たとえば、ＴＣＰ／ＩＰ（Transmission Control Proto
col / Internet Protocol）等の各種のプロトコルが利用される。当該ネットワーク通信
を利用することによって、画像形成デバイス３０は、所望の相手先との間で各種のデータ
を授受することが可能である。
【００４０】
　格納部３５は、各種の記憶装置（（揮発性および／または不揮発性の）半導体メモリお
よび／またはハードディスクドライブ（ＨＤＤ）等）で構成される。
【００４１】
　コントローラ３９は、画像形成デバイス３０に内蔵され、画像形成デバイス３０を統括
的に制御する制御装置である。コントローラ３９は、ＣＰＵ（Central Processing Unit
）（マイクロプロセッサあるいはコンピュータプロセッサなどとも称される）および各種
の半導体メモリ（ＲＡＭおよびＲＯＭ）等を備えるコンピュータシステムとして構成され
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る。コントローラ３９は、ＣＰＵにおいて、ＲＯＭ（例えば、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）
）内に格納されている所定のソフトウエアプログラム（以下、単にプログラムとも称する
）を実行することによって、各種の処理部を実現する。なお、当該プログラム（詳細には
プログラムモジュール群）は、ＵＳＢメモリなどの可搬性の記録媒体に記録され、当該記
録媒体から読み出されて画像形成デバイス３０にインストールされるようにしてもよい。
あるいは、当該プログラムは、ネットワークを経由してダウンロードされて画像形成デバ
イス３０にインストールされるようにしてもよい。
【００４２】
　具体的には、図３に示されるように、コントローラ３９は、上記のプログラムの実行に
より、通信制御部３９ａと操作制御部３９ｂと動作制御部３９ｃと電力モード制御部３９
ｄとを含む各種の処理部を実現する。
【００４３】
　通信制御部３９ａは、通信部３４等と協働して他のデバイス（同一筐体（同一装置）内
の他のデバイス（サーバデバイス２０等）、および別の筐体内にて構成される他の装置内
のデバイスを含む）との間の通信動作を制御する処理部である。
【００４４】
　操作制御部３９ｂは、操作表示部４０（図１）と協働して、操作表示部４０（特にタッ
チパネル４５）に対する入力動作（操作入力を受け付ける動作）を制御するとともに、操
作表示部４０（特にタッチパネル４５）における表示動作（表示出力動作）を制御する処
理部である。たとえば、操作制御部３９ｂは、画像形成デバイス３０の管理対象機能に関
する情報等を操作表示部４０（タッチパネル４５）に表示させるとともに、操作表示部４
０に対するユーザ操作に関する操作入力情報（タッチ情報等）を当該操作表示部４０から
取得する。
【００４５】
　動作制御部３９ｃは、画像形成デバイス３０における各種の動作（ジョブ動作等）を制
御する処理部である。
【００４６】
　電力モード制御部３９ｄは、通常モード（通常の電力モード）と省電力モード（通常モ
ードにおける消費電力よりも小さい消費電力で動作する電力モード）とを含む複数の電力
モード（電力状態とも称される）の間での移行（遷移）を実行する処理部である。
【００４７】
　　　＜１－３．サーバデバイス２０の構成＞
　サーバデバイス２０（図１も参照）は、サーバ機能を実現することが可能なデバイスで
ある。サーバデバイス２０は、たとえば汎用的なコンピュータ装置として構成される。
【００４８】
　図４は、サーバデバイス２０の機能ブロックを示す図である。
【００４９】
　サーバデバイス２０は、図４の機能ブロック図に示すように、通信部２４、格納部２５
、コントローラ（制御部）２９等を備えており、これらの各部を複合的に動作させること
によって、各種の機能を実現する。
【００５０】
　通信部２４は、ネットワーク通信を行うことが可能である。このネットワーク通信では
、たとえば、ＴＣＰ／ＩＰ（Transmission Control Protocol / Internet Protocol）等
の各種のプロトコルが利用される。当該ネットワーク通信を利用することによって、サー
バデバイス２０は、所望の相手先と連携して各種のデータを授受することが可能である。
【００５１】
　格納部２５は、各種の記憶装置（（揮発性および／または不揮発性の）半導体メモリお
よび／またはハードディスクドライブ（ＨＤＤ）等）で構成される。
【００５２】
　コントローラ（制御部）２９は、サーバデバイス２０に内蔵され、サーバデバイス２０
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を統括的に制御する制御装置である。コントローラ２９は、ＣＰＵおよび各種の半導体メ
モリ（ＲＡＭおよびＲＯＭ）等を備えるコンピュータシステムとして構成される。コント
ローラ２９は、ＣＰＵにおいて、記憶部（半導体メモリ等）内に格納されている所定のプ
ログラムを実行することによって、各種の処理部を実現する。なお、当該プログラム（詳
細にはプログラムモジュール群）は、ＵＳＢメモリなどの可搬性の記録媒体に記録され、
当該記録媒体から読み出されてサーバデバイス２０にインストールされるようにしてもよ
い。あるいは、当該プログラムは、ネットワークを経由してダウンロードされてサーバデ
バイス２０にインストールされるようにしてもよい。
【００５３】
　具体的には、コントローラ２９は、当該プログラム等の実行により、通信制御部２９ａ
と操作制御部２９ｂと動作制御部２９ｃとを含む各種の処理部を実現する。
【００５４】
　通信制御部２９ａは、通信部２４等と協働して他のデバイス（同一筐体（同一装置）内
の他のデバイス（画像形成デバイス３０等）、および別の筐体内にて構成される他の装置
内のデバイスを含む）との間の通信動作を制御する処理部である。
【００５５】
　操作制御部２９ｂは、操作表示部４０と協働して、操作表示部４０（特にタッチパネル
４５）に対する入力動作を制御するとともに、操作表示部４０（特にタッチパネル４５）
における表示動作を制御する処理部である。たとえば、操作制御部２９ｂは、サーバデバ
イス２０の管理対象機能に関する情報等を操作表示部４０（タッチパネル４５）に表示さ
せるとともに、操作表示部４０（タッチパネル４５）に対するユーザ操作に関する操作入
力情報を当該操作表示部４０から取得する。
【００５６】
　動作制御部２９ｃは、サーバデバイス２０における各種の動作を制御する処理部である
。
【００５７】
　また、サーバデバイス２０は、管理対象機能（電子メール機能、データ保存機能、ファ
イル形式変換機能および画像編集機能等）を管理している。具体的には、サーバデバイス
２０には、各種の機能（管理対象機能）を実現するためのアプリケーション（アプリケー
ションソフトウエアプログラム）が予めインストールされており、サーバデバイス２０は
、各アプリケーションを用いて各種の機能（管理対象機能）を実現する。
【００５８】
　ここでは、サーバデバイス２０には、電子メールアプリケーション、データ保存アプリ
ケーション、ファイル形式変換アプリケーションおよび画像編集アプリケーション等が予
めインストールされている。
【００５９】
　電子メールアプリケーションは、他の装置との間で電子メールの送受信を実行すること
が可能なアプリケーションであり、サーバデバイス２０は、当該電子メールアプリケーシ
ョンを実行することによって電子メール機能を実現する。
【００６０】
　データ保存アプリケーションは、サーバデバイス２０内に各種データを保存することが
可能なアプリケーションであり、サーバデバイス２０は、当該データ保存アプリケーショ
ンを実行することによってデータ保存機能を実現する。
【００６１】
　ファイル形式変換アプリケーションは、指定されたファイルのファイル形式を他のファ
イル形式に変換することが可能なアプリケーションであり、サーバデバイス２０は、当該
形式変換アプリケーションを実行することによってファイル形式変換機能を実現する。
【００６２】
　画像編集アプリケーションは、指定された画像データの編集処理を実行することが可能
なアプリケーションであり、サーバデバイス２０は、当該画像編集アプリケーションを実
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行することによって画像編集機能を実現する。
【００６３】
　　　＜１－４．操作表示部４０の構成＞
　このＭＦＰ１０においては、略板状の操作表示部４０（図１参照）が設けられている。
操作表示部４０は、その正面側にタッチパネル４５（図１参照）を有している。タッチパ
ネル（操作パネルとも称する）４５は、液晶表示パネルに各種センサ等が埋め込まれて構
成され、各種情報を表示するとともに操作者からの各種の操作入力を受け付けることが可
能である。タッチパネル４５は、タッチパネル４５に対するユーザの操作入力を受け付け
る操作入力部としても機能するとともに、各種情報を表示する表示部としても機能する。
【００６４】
　たとえば、タッチパネル４５には、或る時点において複数の画面の中から選択された画
面（設定画面等）が表示され、当該画面には、１又は複数のソフトウエアキー（ソフトウ
エアによって実現されるキー（ボタン）等）が表示される。そして、当該ソフトウエアキ
ーに対するタッチ操作（キーの押下操作等）を検出することによって、ユーザの操作入力
が受け付けられる。なお、操作表示部４０は、ハードウエアキーをも備えており、当該ハ
ードウエアキーを用いたユーザ操作入力をも受け付けることが可能である。
【００６５】
　操作表示部４０は、複数のデバイス（ここではサーバデバイス２０と画像形成デバイス
３０との２つのデバイス）によって共用される。
【００６６】
　また、操作表示部４０は、図２に示すように、タッチパネル４５に加えてパネル制御部
４１をも備えている。パネル制御部４１は、タッチパネル４５に関する動作を制御する処
理部である。パネル制御部４１は、複数のデバイス（ここではサーバデバイス２０および
画像形成デバイス３０）のうちの一のデバイス（表示元デバイス）から送信されてくる表
示用データ（画面データ）に基づく画像を、タッチパネル４５に表示する。また、パネル
制御部４１は、タッチパネル４５に対するユーザの操作入力に基づく情報（操作入力情報
）（タッチ情報等）を当該一のデバイスに向けて送信する。
【００６７】
　パネル制御部４１は、ＣＰＵおよび各種の半導体メモリ（ＲＡＭおよびＲＯＭ）等を備
えるコンピュータシステムとして構成される。パネル制御部４１は、ＣＰＵにおいて、記
憶部（半導体メモリ等）内に格納されている所定のプログラムを実行することによって、
操作表示部４０（タッチパネル４５等）に関する各種の動作を制御するコントローラであ
る。なお、当該プログラム（詳細にはプログラムモジュール群）は、ＵＳＢメモリなどの
可搬性の記録媒体に記録され、当該記録媒体から読み出されて操作表示部４０にインスト
ールされるようにしてもよい。あるいは、当該プログラムは、ネットワークを経由してダ
ウンロードされて操作表示部４０にインストールされるようにしてもよい。
【００６８】
　　　＜１－５．画面データの表示元デバイスの切替処理＞
　この実施形態に係る各デバイス２０，３０は、それぞれ、自デバイス用の複数の画面を
操作表示部４０で表示するための複数の画面データ（複数の表示用データ）を有している
。たとえば、サーバデバイス２０は、自デバイス２０の管理対象機能等を利用するための
非常に多数の画面データ（たとえば数千枚の画面の画像データ）を有している。また、画
像形成デバイス３０も、自デバイス３０の管理対象機能等を利用するための非常に多数の
画面データ（たとえば数千枚の画面の画像データ）を有している。各デバイス２０，３０
は、それぞれ、自デバイス用の複数の画面データをその内部に格納している。
【００６９】
　この実施形態では、ＭＦＰ１０の初期状態において、２つのデバイスのうち（画像形成
デバイス３０ではなく）サーバデバイス２０が主デバイスとして機能し、サーバデバイス
２０の管理下において操作表示部４０のタッチパネル４５にてメインメニュー画面２１０
（図５参照）が表示される。
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【００７０】
　メインメニュー画面２１０においては、図５に示されるように、複数のボタン２１１～
２１６等が表示される。
【００７１】
　ボタン２１１～２１４は、サーバデバイス２０の管理対象機能の設定画面に遷移するた
めのボタンである。なお、ボタン２１５（簡易ＭＦＰ機能に関する画面に遷移するための
ボタン）に関しては、後述する。
【００７２】
　詳細には、ボタン２１１は、電子メール機能に関する設定画面に遷移するためのボタン
であり、ボタン２１２は、データ保存機能に関する設定画面に遷移するためのボタンであ
る。また、ボタン２１３は、ファイル形式変換機能に関する設定画面に遷移するためのボ
タンであり、ボタン２１４は、画像編集機能に関する設定画面に遷移するためのボタンで
ある。メインメニュー画面２１０は、さらに下位階層のサブメニュー画面（詳細設定画面
）を有しており、メインメニュー画面２１０内のボタン２１１～２１４のいずれかが押下
されると、押下されたボタンに対応する詳細設定画面に遷移する。
【００７３】
　また、ボタン２１６は、画像形成デバイス３０の管理対象機能の設定画面（メニュー画
面）に遷移するためのボタンである。
【００７４】
　メインメニュー画面２１０にてボタン２１６（図５）が押下されると、サーバデバイス
２０は、操作表示部４０における画面データの表示元デバイスを自デバイス２０から画像
形成デバイス３０へと切り替える。詳細には、サーバデバイス２０は、表示元デバイスの
切替指令を信号線５７（図２参照）を介して画像形成デバイス３０に送信する。そして、
画像形成デバイス３０は、当該切替指令に応答して、操作表示部４０にて表示すべき画面
（たとえばメニュー画面３２０（図６））の画面データを操作表示部４０に送信する。操
作表示部４０は、画像形成デバイス３０から受信した当該画面データに基づいて表示画面
（メニュー画面３２０）をタッチパネル４５に表示する。このように、メインメニュー画
面２１０内のボタン２１６（図５）の押下等が、表示元デバイスの切替操作（サーバデバ
イス２０から画像形成デバイス３０へと切り替えるべき旨を示す切替操作）として行われ
る。
【００７５】
　当該メニュー画面３２０においては、図６に示されるように、複数のボタン３２１～３
２５等が表示される。
【００７６】
　ボタン３２１～３２４は、画像形成デバイス３０の管理対象機能の設定画面に遷移する
ためのボタンである。
【００７７】
　詳細には、ボタン３２１は、コピー機能（コピージョブ）に関する設定画面（コピー設
定画面）に遷移するためのボタンであり、ボタン３２２は、スキャン機能（スキャンジョ
ブ）に関する設定画面（スキャン設定画面）に遷移するためのボタンである。また、ボタ
ン３２３は、ファクシミリ機能（ファクシミリジョブ）に関する設定画面（ファクシミリ
設定画面）に遷移するためのボタンであり、ボタン３２４は、ボックス印刷機能（ボック
ス印刷ジョブ）に関する設定画面（ボックス印刷設定画面）に遷移するためのボタンであ
る。設定画面３２０は、さらに下位階層のサブメニュー画面（詳細設定画面）を有してお
り、設定画面３２０内のボタン３２１～３２４のいずれかが押下されると、押下されたボ
タンに対応する詳細設定画面に遷移する。
【００７８】
　また、ボタン３２５は、サーバデバイス２０の管理対象機能の設定画面に遷移するため
のボタンである。
【００７９】
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　メニュー画面３２０にてボタン３２５（図６）が押下されると、画像形成デバイス３０
は、操作表示部４０における画面データの表示元デバイスを自デバイス３０からサーバデ
バイス２０へと切り替える。詳細には、画像形成デバイス３０は、表示元デバイスの切替
指令を信号線５７（図２）を介してサーバデバイス２０に送信する。そして、サーバデバ
イス２０は、当該切替指令に応答して、操作表示部４０にて表示すべき画面（サーバデバ
イス２０の管理対象機能の設定画面）の画面データを操作表示部４０に送信する。操作表
示部４０は、サーバデバイス２０から受信した当該画面データに基づいて表示画面をタッ
チパネル４５に表示する。このように、メニュー画面３２０内のボタン３２５（図６）の
押下等が、表示元デバイスの切替操作（画像形成デバイス３０からサーバデバイス２０へ
と切り替えるべき旨を示す切替操作）として行われる。
【００８０】
　　　＜１－６．簡易ＭＦＰ機能＞
　この実施形態に係るサーバデバイス２０は、画像形成デバイス３０用の複数の画面のう
ちの一部の画面（２２０（図７）等）を用いて画像形成デバイス３０を操作することが可
能な機能（「簡易ＭＦＰ機能」とも称する）をも有している。
【００８１】
　詳細には、サーバデバイス２０は、自デバイス２０用の画面に関する画面データのみな
らず、画像形成デバイス３０用の複数の画面のうちの一部の画面（２２０（図７）等）に
関する画面データ（たとえば、数枚～数百枚程度の画像データ）をも有している。
【００８２】
　より詳細には、サーバデバイス２０は、画像形成デバイス３０の管理対象機能に関する
メニュー画面２２０（簡易ＭＦＰ機能におけるメニュー画面）（図７）の画面データを有
している。
【００８３】
　たとえば、メインメニュー画面２１０（図５）にてボタン２１５が押下されると、サー
バデバイス２０は、自デバイス２０の管理下において画像形成デバイス３０用の画面（メ
ニュー画面２２０（図７））を簡易ＭＦＰ機能の初期画面として操作表示部４０に表示す
る。
【００８４】
　メニュー画面２２０は、画像形成デバイス３０の管理対象機能等に関する設定画面であ
る。メニュー画面２２０には、図７に示されるように、５つのボタン２２１～２２５等が
表示される。ボタン２２１は、コピー機能（コピージョブ）に関する設定画面（コピー設
定画面）に遷移するためのボタンであり、ボタン２２２は、スキャン機能（スキャンジョ
ブ）に関する設定画面（スキャン設定画面）に遷移するためのボタンである。また、ボタ
ン２２３は、ファクシミリ機能（ファクシミリジョブ）に関する設定画面（ファクシミリ
設定画面）に遷移するためのボタンであり、ボタン２２４は、ボックス印刷機能（ボック
ス印刷ジョブ）に関する設定画面（ボックス印刷設定画面）に遷移するためのボタンであ
る。さらに、ボタン２２５は、表示元デバイスを画像形成デバイス３０に切り替えるため
のボタンである。当該ボタン２２５が押下されると、表示元デバイスがサーバデバイス２
０から画像形成デバイス３０に切り替えられ、画像形成デバイス３０の管理下においてメ
ニュー画面３２０（図６）が操作表示部４０に表示される。また、ボタン２２６は、画像
形成デバイス３０に関する管理者設定画面（不図示）に遷移するためのボタンである。当
該ボタン２２６が押下されると、表示元デバイスがサーバデバイス２０から画像形成デバ
イス３０に切り替えられ、画像形成デバイス３０の管理下において管理者設定画面が操作
表示部４０に表示される。
【００８５】
　また、サーバデバイス２０は、さらに下位階層のサブメニュー画面（詳細設定画面）の
画面データをも有している。たとえば、サーバデバイス２０は、コピー設定画面２３０の
画面データ（図８参照）を有している。当該コピー設定画面２３０は、メニュー画面２２
０内のコピーボタン２２１の押下操作に応答して操作表示部４０に表示される。
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【００８６】
　コピー設定画面２３０には、図８に示されるように、コピー機能（コピージョブ）にお
ける設定項目（たとえば「用紙サイズ」、「オプション」）等が表示される。
【００８７】
　また、当該コピー設定画面２３０には、画像形成デバイス３０で管理されている情報（
管理対象情報）が通知対象情報（コピー設定画面２３０にて通知されるべき情報）として
さらに表示される。詳細には、当該コピー設定画面２３０には、管理対象情報のうち、画
像形成デバイス３０における消耗品情報と画像形成デバイス３０における異常（エラー）
に関する状態情報（エラー情報）と画像形成デバイス３０の装置構成情報とが、通知対象
情報としてさらに表示される。当該コピー設定画面２３０は、コピー機能（コピージョブ
）に関する設定操作を受け付ける設定画面であるとともに、画像形成デバイス３０におけ
る管理対象情報を通知する通知画面（通知用画面）でもある。
【００８８】
　消耗品情報としては、用紙情報（画像形成デバイス３０の各トレイにおける用紙サイズ
を示す用紙サイズ情報、各トレイにおける用紙の有無を示す用紙有無情報、および各トレ
イにおける用紙残量を示す用紙残量情報）等が例示される。また、エラー情報としては、
画像形成デバイス３０のコピー機能に関するエラー（紙詰まり等）の有無を示すエラー有
無情報等が例示される。さらに、装置構成情報としては、画像形成デバイス３０における
フィニッシャー装置（オプション装置）の有無を示すフィニッシャー情報（オプション情
報）等が例示される。
【００８９】
　これらの情報（コピー設定画面２３０における通知対象情報）（ここでは、消耗品情報
、エラー情報および装置構成情報）は、画像形成デバイス３０で管理されており、サーバ
デバイス２０は、画像形成デバイス３０からこれらの情報を取得して当該コピー設定画面
２３０に反映させる。なお、通知対象情報の取得タイミング等については、後述する。
【００９０】
　詳細には、コピー設定画面２３０（コピー設定画面２３０の画面データ）は、複数の通
知領域（表示領域）４３１～４３７（図８）を有している。そして、画像形成デバイス３
０から取得された通知対象情報（ここでは、消耗品情報、エラー情報および装置構成情報
）は、各通知領域に表示（通知）される。
【００９１】
　たとえば、通知領域４３１～４３４（図８）は、画像形成デバイス３０で管理されてい
る消耗品情報（ここでは用紙情報（用紙サイズ情報、用紙有無情報および用紙残量情報）
）を表示する領域である。
【００９２】
　詳細には、画像形成デバイス３０から取得した用紙情報が各ボタン２３１～２３４内の
各通知領域４３１～４３４に表示される（図９参照）。ここでは、ボタン２３１内の通知
領域４３１には、画像形成デバイス３０の「トレイ１」における用紙の用紙サイズ（ここ
では「Ａ４」）と「トレイ１」に用紙が存在する旨（「有」）と「トレイ１」における用
紙残量（「３０％」）とが表示される。ボタン２３２内の通知領域４３２には、画像形成
デバイス３０の「トレイ２」における用紙の用紙サイズ（ここでは「Ａ３」）と「トレイ
２」に用紙が存在する旨（「有」）と「トレイ２」における用紙残量（「６０％」）とが
表示される。ボタン２３３内の通知領域４３３には、画像形成デバイス３０の「トレイ３
」における用紙の用紙サイズ（ここでは「Ａ５」）と「トレイ３」に用紙が存在する旨（
「有」）と「トレイ３」における用紙残量（「８０％」）とが表示される。ボタン２３４
内の通知領域４３４には、画像形成デバイス３０の「トレイ４」における用紙の用紙サイ
ズ（ここでは「Ａ６」）と「トレイ４」に用紙が存在しない旨（「無」）とが表示される
。
【００９３】
　また、通知領域４３５，４３６（図８）は、画像形成デバイス３０で管理されている装
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置構成情報（オプション情報）を表示する領域である。詳細には、画像形成デバイス３０
から取得した装置構成情報が各ボタン２３５，２３６内の通知領域４３５，４３６に表示
される（図９参照）。ここでは、ボタン２３５の通知領域４３５には、画像形成デバイス
３０がステープル機能を有する旨が表示される。また、ボタン２３６の通知領域４３６に
は、画像形成デバイス３０がパンチ機能を有する旨が表示される。
【００９４】
　さらに、通知領域４３７（図８）は、画像形成デバイス３０で管理されているエラー情
報を表示する領域である。詳細には、画像形成デバイス３０から取得したエラー情報が当
該通知領域４３７に表示される（図９参照）。ここでは、通知領域４３７には、画像形成
デバイス３０にてエラー（紙詰まり等）が発生していない旨が表示される。
【００９５】
　このように、サーバデバイス２０は、画像形成デバイス３０で管理されている通知対象
情報を画像形成デバイス３０用の画面（ここではコピー設定画面２３０）における通知領
域にて通知（表示）する。
【００９６】
　そして、ユーザは、当該コピー設定画面２３０（図９参照）においてコピージョブに関
する設定を行う。たとえば、コピー設定画面２３０において、ボタン２３１～２３４のう
ちのいずれかのボタン（たとえばボタン２３１）を押下（指定）することによって、ユー
ザは、コピージョブにおける用紙サイズ（たとえば「Ａ４」）を設定する。
【００９７】
　その後、サーバデバイス２０は、当該コピー設定画面２３０内の実行ボタン２３９（図
９）の押下操作によって印刷ジョブ（コピージョブ）の実行指示を受け付けると、画像形
成デバイス３０に対して印刷ジョブを送信する。そして、画像形成デバイス３０は、当該
印刷ジョブにて指定された設定内容に従った印刷出力を実行する。
【００９８】
　このように、サーバデバイス２０における簡易ＭＦＰ機能では、画像形成デバイス３０
の管理対象機能（たとえばコピー機能）に関する設定操作を行うことが可能であるととも
に、当該簡易ＭＦＰ機能を用いてジョブ（印刷ジョブ）を画像形成デバイス３０に実行さ
せることも可能である。
【００９９】
　　　＜１－７．動作＞
　図１２は、サーバデバイス２０の動作を示すフローチャートである。また、図１０およ
び図１１は、画像形成デバイス３０用の特定の画面（通知画面）（たとえばコピー設定画
面２３０）の表示に関する各デバイスの動作を概念的に示す図である。
【０１００】
　以下では、これらの図等を参照しながら、第１実施形態の動作について説明する。なお
、ここでは、通知画面の表示に際して画像形成デバイス３０が通常モードを有する場合と
、通知画面の表示に際して画像形成デバイス３０が省電力モードを有する場合とに分けて
説明する。
【０１０１】
　　　　＜画像形成デバイス３０が通常モードを有する場合＞
　画像形成デバイス３０用の複数の画面のうちの通知画面（たとえばコピー設定画面２３
０）の表示に際して画像形成デバイス３０が通常モードを有する場合には、当該通知画面
にて通知されるべき情報（通知対象情報）の送信要求がサーバデバイス２０から画像形成
デバイス３０に送信される。そして、サーバデバイス２０は、当該送信要求に応じて画像
形成デバイス３０から送信されてきた通知対象情報を当該通知画面において通知（表示）
する。
【０１０２】
　詳細には、メインメニュー画面２１０（図５）においてボタン２１５が押下されると、
サーバデバイス２０は、簡易ＭＦＰ機能に関するメニュー画面２２０を操作表示部４０に
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表示する。当該ボタン２１５の押下操作に伴って（簡易ＭＦＰ機能の利用が開始されると
）、図１２のフローチャートが開始される。なお、図１２のフローチャートは、簡易ＭＦ
Ｐ機能の利用期間中において繰り返し実行され、簡易ＭＦＰ機能の終了に伴って終了する
。
【０１０３】
　まず、ステップＳ１１においては、サーバデバイス２０は、画像形成デバイス３０用の
複数の画面のうち画像形成デバイス３０で管理されている情報を通知（表示）する画面（
通知画面）の表示指示が受け付けられたか否か、を判定する。
【０１０４】
　たとえば、当該メニュー画面２２０（図７）内のコピーボタン２２１が押下されると、
コピー設定画面２３０（図９）に遷移する。当該コピー設定画面２３０は、上述したよう
に、コピージョブに関する設定画面であるとともに、画像形成デバイス３０で管理されて
いる情報（管理対象情報）を通知する通知画面でもある。コピーボタン２２１の押下操作
によってコピー設定画面２３０の表示指示が受け付けられた場合、処理はステップＳ１１
からステップＳ１２へと進む。
【０１０５】
　なお、当該複数の画面のうちサーバデバイス２０によって保有されていない画面データ
に係る画面（たとえば管理者設定画面）の表示指示が受け付けられた場合には、サーバデ
バイス２０は、簡易ＭＦＰ機能の利用を終了するとともに、表示元デバイスを画像形成デ
バイス３０へと切り替える。詳細には、メニュー画面２２０（図７）内の管理者設定ボタ
ン２２６が押下されると、表示元デバイスがサーバデバイス２０から画像形成デバイス３
０へと切り替えられ、画像形成デバイス３０の管理下において管理者設定画面が操作表示
部４０に表示される。より詳細には、操作表示部４０における管理者設定画面の表示に際
してサーバデバイス２０が表示元デバイスとして動作している場合には、画像形成デバイ
ス３０がいずれの電力モードを有するかにかかわらず、サーバデバイス２０は、当該表示
元デバイスを自デバイス２０から画像形成デバイス３０に切り替える。そして、画像形成
デバイス３０の管理下において、管理者設定画面が操作表示部４０に表示される。
【０１０６】
　ここでは、メニュー画面２２０（図７）内のコピーボタン２２１が押下され、処理はス
テップＳ１１からステップＳ１２へと進むものとする。
【０１０７】
　ステップＳ１２においては、サーバデバイス２０は、画像形成デバイス３０が通常モー
ドと省電力モードとのいずれの電力モードを有するか、を判定する。
【０１０８】
　具体的には、画像形成デバイス３０は、省電力モードへの移行に際して、省電力移行通
知（次述）をサーバデバイス２０に送信する。当該省電力移行通知は、画像形成デバイス
３０が省電力モードに移行する旨をサーバデバイス２０に知らせるための通知である。そ
して、サーバデバイス２０は、この省電力移行通知の有無に基づいて、画像形成デバイス
３０がいずれの電力モードを有するかを判定する。
【０１０９】
　たとえば、サーバデバイス２０において省電力移行通知が画像形成デバイス３０から受
信されていない場合、画像形成デバイス３０が通常モードを有する旨がステップＳ１２に
て判定される。そして、処理はステップＳ１５へと進む。
【０１１０】
　ステップＳ１５においては、サーバデバイス２０は、コピー設定画面２３０における通
知対象情報（コピー設定画面２３０にて通知されるべき情報）の送信要求を画像形成デバ
イス３０に送信する（図１０参照）。具体的には、サーバデバイス２０は、消耗品情報と
エラー情報と装置構成情報との３種類の情報の送信要求を画像形成デバイス３０に送信す
る。
【０１１１】
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　画像形成デバイス３０は、当該送信要求に応答して、現時点（送信要求を受信した時点
）における通知対象情報（最新の通知対象情報）をサーバデバイス２０に送信する（図１
０参照）。なお、図１０は、画像形成デバイス３０用の画面（通知画面）（ここではコピ
ー設定画面２３０）の表示に際して画像形成デバイス３０が通常モードを有する場合の各
デバイスの動作を概念的に示す図である。
【０１１２】
　そして、サーバデバイス２０は、コピー設定画面２３０における通知対象情報（消耗品
情報、エラー情報および装置構成情報）を画像形成デバイス３０から受信し（ステップＳ
１６）、処理はステップＳ１７へと進む。
【０１１３】
　ステップＳ１７においては、サーバデバイス２０は、送信要求に応じて画像形成デバイ
ス３０から送信されてきた通知対象情報（消耗品情報、エラー情報および装置構成情報）
をコピー設定画面２３０に表示する（図９参照）。詳細には、上述したように、サーバデ
バイス２０は、画像形成デバイス３０から取得（受信）した通知対象情報（消耗品情報、
エラー情報および装置構成情報）をコピー設定画面２３０の画面データ（図８参照）にお
ける通知領域４３１～４３７に表示する（図９参照）。
【０１１４】
　そして、処理は再びステップＳ１１へと戻る。
【０１１５】
　このように、操作表示部４０における通知画面（ここではコピー設定画面２３０）の表
示に際して画像形成デバイス３０が通常モードを有する場合には、当該通知画面における
通知対象情報の送信要求がサーバデバイス２０から画像形成デバイス３０に送信される。
そして、当該送信要求に応じて画像形成デバイス３０から送信されてきた通知対象情報が
、当該通知画面に表示される。
【０１１６】
　　　　＜画像形成デバイス３０が省電力モードを有する場合＞
　一方、通知画面の表示に際して画像形成デバイス３０が省電力モードを有する場合には
、当該通知画面にて通知されるべき通知対象情報の送信要求は画像形成デバイス３０に送
信されず、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移行に先立って画像形成デバ
イス３０から受信された当該通知対象情報が、当該通知画面にて表示される。
【０１１７】
　具体的には、画像形成デバイス３０は、省電力モードへの移行条件（たとえば、所定期
間に亘って無操作状態が継続すること等）が成立すると、省電力移行通知をサーバデバイ
ス２０に送信するとともに、通常モードから省電力モードに移行する。
【０１１８】
　ただし、省電力モードへの移行に際して（移行直前において）、画像形成デバイス３０
は、画像形成デバイス３０における消耗品情報とエラー情報と装置構成情報とを含む情報
（複数の種類の情報が複合して生成された情報（複合情報とも称する））を、予備送信情
報としてサーバデバイス２０に送信する（図１１も参照）。予備送信情報は、画像形成デ
バイス３０からサーバデバイス２０へと予備的に送信すべき情報である。なお、図１１は
、画像形成デバイス３０用の画面（通知画面）（ここではコピー設定画面２３０）の表示
に際して画像形成デバイス３０が省電力モードを有する場合の各デバイスの動作を概念的
に示す図である。
【０１１９】
　当該複合情報には、画像形成デバイス３０で管理されている情報（管理対象情報）であ
ってサーバデバイス２０の簡易ＭＦＰ機能において表示され得る通知画面（サーバデバイ
ス２０にて保有されている画面データに係る画面）にて通知されるべき情報（通知対象情
報）が含まれる。たとえば、当該複合情報には、コピー設定画面２３０（図９）における
通知対象情報（コピージョブに関する消耗品情報、エラー情報および装置構成情報）のみ
ならず、スキャン設定画面（不図示）における通知対象情報（スキャンジョブに関するエ
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ラー情報等）等もが含まれる。
【０１２０】
　詳細には、画像形成デバイス３０は、通知画面における通知対象情報であって画像形成
デバイス３０が通常モードを有する場合にはサーバデバイス２０からの送信要求に応じて
画像形成デバイス３０からサーバデバイス２０へと送信される情報を含む複合情報を、省
電力モードへの移行に際して予備送信情報としてサーバデバイス２０に送信する。そして
、サーバデバイス２０は、画像形成デバイス３０から受信した予備送信情報（複合情報）
を自デバイス２０の格納部２５に格納しておく。
【０１２１】
　その後、サーバデバイス２０にて簡易ＭＦＰ機能の利用開始に伴って図１２のフローチ
ャートが開始された後、たとえばコピー設定画面２３０（図９）の表示指示が受け付けら
れると、処理はステップＳ１１からステップＳ１２へと進む。ここでは、省電力移行通知
が画像形成デバイス３０から受信されており、ステップＳ１２においては、画像形成デバ
イス３０が省電力モードを有する旨が判定される。そして、処理はステップＳ１２からス
テップＳ１３へと進む。
【０１２２】
　ステップＳ１３においては、サーバデバイス２０は、コピー設定画面２３０における通
知対象情報（消耗品情報等）の送信要求を画像形成デバイス３０に送信することなく、画
像形成デバイス３０における省電力モードへの移行に先立って当該画像形成デバイス３０
から受信した消耗品情報等を格納部２５から取得する。詳細には、サーバデバイス２０は
、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移行に先立って受信した複合情報（予
備送信情報）からコピー設定画面２３０における通知対象情報（消耗品情報、エラー情報
および装置構成情報）を抽出（取得）する（図１１も参照）。
【０１２３】
　そして、サーバデバイス２０は、複合情報（予備送信情報）から抽出した消耗品情報と
エラー情報と装置構成情報とを、コピー設定画面２３０（図９参照）に表示する（ステッ
プＳ１４）（図１１も参照）。詳細には、上述したように、サーバデバイス２０は、当該
消耗品情報、エラー情報および装置構成情報をコピー設定画面２３０の画面データ（図８
参照）における通知領域４３１～４３７に表示する（図９参照）。
【０１２４】
　なお、その後、当該コピー設定画面２３０内の実行ボタン２３９（図９）の押下操作に
よって印刷ジョブ（コピージョブ）の実行指示が受け付けられると、サーバデバイス２０
は、画像形成デバイス３０に対して印刷ジョブを送信する。そして、画像形成デバイス３
０は、省電力モードから通常モードへと復帰するとともに、当該印刷ジョブを実行する。
【０１２５】
　以上のように、第１実施形態では、画像形成デバイス３０は、通常モードから省電力モ
ードへの移行に先立って、画像形成デバイス３０で管理されている情報（たとえば消耗品
情報）をサーバデバイス２０に送信する。そして、サーバデバイス２０は、当該消耗品情
報の通知画面（コピー設定画面２３０）の表示に際して画像形成デバイス３０が省電力モ
ードを有する場合には、当該消耗品情報の送信要求を画像形成デバイス３０に送信するこ
となく、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移行に先立って受信した消耗品
情報等をコピー設定画面２３０にて通知する。そのため、画像形成デバイス３０が省電力
モードを有する場合には、コピー設定画面２３０の表示に際して消耗品情報の送信要求が
サーバデバイス２０から画像形成デバイス３０に送信されることがなく、当該画像形成デ
バイス３０において省電力モードが維持される（通常モードへと復帰してしまわない）。
したがって、サーバデバイス２０が画像形成デバイス３０用の画面を操作表示部４０に表
示する場合において、省電力モードを有する画像形成デバイス３０における省電力性（省
電力効果）の低下を抑制することが可能である。
【０１２６】
　　＜２．第２実施形態＞
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　第２実施形態は、第１実施形態の変形例である。以下では、第１実施形態との相違点を
中心に説明する。
【０１２７】
　上記第１実施形態においては、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移行に
際して、複合情報（消耗品情報、エラー情報および装置構成情報を含む情報）の全てが画
像形成デバイス３０からサーバデバイス２０へと送信されている。
【０１２８】
　これに対して、この第２実施形態においては、画像形成デバイス３０における省電力モ
ードへの移行に際して、当該複合情報の一部のみが画像形成デバイス３０からサーバデバ
イス２０へと送信される。
【０１２９】
　詳細には、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移行に際して、当該複合情
報のうち時点Ｔ１（図１３参照）から移行時点Ｔ２までに更新された情報（サーバデバイ
ス２０に未通知の情報）のみが、画像形成デバイス３０からサーバデバイス２０に送信さ
れる。
【０１３０】
　より詳細には、或る時点Ｔ１（図１３参照）においてコピー設定画面２３０の表示指示
がサーバデバイス２０にて受け付けられた場合、サーバデバイス２０は、第１実施形態と
同様にして、画像形成デバイス３０の電力モードを判定する（ステップＳ１２）。ここで
は、時点Ｔ１において画像形成デバイス３０は通常モードを有する旨がステップＳ１２に
て判定されるものとする。
【０１３１】
　そして、サーバデバイス２０は、当該コピー設定画面２３０における通知対象情報（消
耗品情報、エラー情報および装置構成情報）の送信要求を画像形成デバイス３０に送信す
る（ステップＳ１５）（図１０も参照）。当該送信要求に応答して、画像形成デバイス３
０は、当該通知対象情報をサーバデバイス２０に送信し（図１３も参照）、サーバデバイ
ス２０は、当該通知対象情報をコピー設定画面２３０に表示する（ステップＳ１７）（図
１０も参照）。なお、サーバデバイス２０は、画像形成デバイス３０から受信した通知対
象情報を格納部２５に格納（記憶）する。
【０１３２】
　その後（時点Ｔ１の後）、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移行に際し
て、画像形成デバイス３０は、予備送信情報をサーバデバイス２０に送信する。
【０１３３】
　ただし、画像形成デバイス３０は、移行時点Ｔ２（図１３）における複合情報（最新の
複合情報）のうち所定時点Ｔ１から移行時点Ｔ２までの間に更新された情報（サーバデバ
イス２０に未通知の情報）のみを、予備送信情報としてサーバデバイス２０に送信する。
換言すれば、画像形成デバイス３０は、省電力モードへの移行に際して、移行時点Ｔ２に
おける複合情報のうち時点Ｔ１から時点Ｔ２までの間に更新されていない情報（サーバデ
バイス２０に通知済の情報）をサーバデバイス２０へと送信しない。
【０１３４】
　詳細には、画像形成デバイス３０は、移行時点Ｔ２における複合情報に含まれる複数種
類の情報（消耗品情報、エラー情報および装置構成情報等）のうち所定時点Ｔ１から移行
時点Ｔ２までの間に更新された種類の情報のみを、サーバデバイス２０に送信する。たと
えば、時点Ｔ１から時点Ｔ２までの間において、画像形成デバイス３０における用紙残量
（消耗品情報）が減少したものの、当該複数種類の情報のうち消耗品情報以外の種類の情
報（エラー情報および装置構成情報等）は変化していない場合、画像形成デバイス３０は
、省電力モードへの移行に際して消耗品情報のみをサーバデバイス２０に送信する。
【０１３５】
　より詳細には、時点Ｔ１から時点Ｔ２までの間において消耗品情報が更新された場合、
画像形成デバイス３０は、省電力モードへの移行に際して、移行時点Ｔ２における消耗品
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情報（最新の消耗品情報）をサーバデバイス２０に送信する。一方、時点Ｔ１から時点Ｔ
２までの間においてエラー情報（および装置構成情報）が更新されていない場合、画像形
成デバイス３０は、省電力モードへの移行に際して、当該エラー情報（および装置構成情
報）をサーバデバイス２０に送信しない。なお、これに限定されず、たとえば、時点Ｔ１
から時点Ｔ２までの間に更新された種類の情報（ここでは消耗品情報）を細分化した複数
の要素情報のうち時点Ｔ１から時点Ｔ２までの間に更新された要素情報のみが、画像形成
デバイス３０における省電力モードへの移行に際してサーバデバイス２０に送信されても
よい。具体的には、消耗品情報を構成する複数の要素情報（ここでは、用紙サイズ情報、
用紙有無情報および用紙残量情報）のうち時点Ｔ１から時点Ｔ２までの間に更新された情
報（たとえば用紙残量情報）のみが、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移
行に際してサーバデバイス２０に送信されるようにしてもよい。
【０１３６】
　そして、サーバデバイス２０においては、時点Ｔ１にて受信した消耗品情報が、時点Ｔ
２にて受信した消耗品情報（最新の消耗品情報）に変更（更新）されて登録（記憶）され
る。
【０１３７】
　その後、コピー設定画面２３０の表示に際して画像形成デバイス３０が省電力モードを
有する旨が判定される場合には、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移行に
先立って画像形成デバイス３０から受信された通知対象情報（コピー設定画面２３０にお
ける通知対象情報）が当該コピー設定画面２３０にて表示される。
【０１３８】
　具体的には、サーバデバイス２０は、時点Ｔ１にて画像形成デバイス３０から受信され
たエラー情報と装置構成情報とをコピー設定画面２３０に表示するとともに、時点Ｔ２に
て画像形成デバイス３０から受信された消耗品情報（更新後の消耗品情報）をコピー設定
画面２３０に表示する。
【０１３９】
　これによれば、時点Ｔ１から時点Ｔ２（移行時点）までの間に更新された情報（ここで
は消耗品情報）のみが、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移行に際して画
像形成デバイス３０からサーバデバイス２０へと送信される。したがって、通常モードか
ら省電力モードへの移行時における画像形成デバイス３０からサーバデバイス２０への情
報送信に関して画像形成デバイス３０における通信負荷を低減することが可能である。
【０１４０】
　なお、上記第２実施形態では、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移行に
際して、複合情報のうち時点Ｔ１から時点Ｔ２までの間に更新された情報のみが画像形成
デバイス３０からサーバデバイス２０に送信されているが、これに限定されない。
【０１４１】
　たとえば、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移行に際して、複合情報（
画像形成デバイス３０における管理対象情報であってサーバデバイス２０にて保有されて
いる画面データに係る画面にて通知されるべき情報）のうち所定程度よりも高い優先度を
有する情報のみが画像形成デバイス３０からサーバデバイス２０へと送信されてもよい。
【０１４２】
　具体的には、複合情報に含まれる各種情報のそれぞれに関して、優先度Ｐが予め定めら
れている。たとえば、エラー情報の優先度Ｐは、値「３」に定められており、消耗品情報
の優先度Ｐは、値「２」に定められている。また、装置構成情報（オプション情報）の優
先度Ｐは、値「１」に定められている。なお、各種情報の優先度Ｐは、ジョブの実行可否
に関する重要度等に基づいて予め定められる。
【０１４３】
　そして、画像形成デバイス３０は、省電力モードへの移行に際して、複合情報のうち所
定程度（所定レベル）よりも高い優先度Ｐを有する情報のみをサーバデバイス２０に送信
する。詳細には、画像形成デバイス３０は、省電力モードへの移行に際して、複合情報の
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うち値「２」以上の優先度Ｐを有する情報のみをサーバデバイス２０に送信する。ここで
は、画像形成デバイス３０は、省電力モードへの移行に際して、消耗品情報および装置構
成情報等（値「２」以上の優先度Ｐを有する情報）をサーバデバイス２０に送信するもの
の、装置構成情報（値「２」よりも小さい優先度Ｐを有する情報）をサーバデバイス２０
に送信しない（図１４参照）。
【０１４４】
　その後、サーバデバイス２０にてコピー設定画面の表示指示が受け付けられた場合にお
いて、画像形成デバイス３０が省電力モードを有する旨が判定されるときには、画像形成
デバイス３０における省電力モードへの移行に先立って画像形成デバイス３０から受信さ
れた通知対象情報がコピー設定画面２８０（図２５）にて表示される。ただし、ここでは
、コピー設定画面における通知対象情報に含まれる複数種類の情報のうち所定程度よりも
高い優先度Ｐを有する情報のみが当該コピー設定画面に表示される。
【０１４５】
　図２５は、この改変例に係るコピー設定画面２８０を示す図である。コピー設定画面２
８０の表示に際して画像形成デバイス３０が省電力モードを有する場合、図２５に示され
るように、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移行に先立って画像形成デバ
イス３０から受信された消耗品情報およびエラー情報（所定程度よりも高い優先度Ｐを有
する情報）がコピー設定画面２８０において表示される。一方、画像形成デバイス３０に
おける省電力モードへの移行に先立って画像形成デバイス３０から受信されていない装置
構成情報（所定程度よりも低い優先度Ｐを有する情報）はコピー設定画面２８０において
表示されない。
【０１４６】
　このように、本願発明では、画像形成デバイス３０が省電力モードを有する場合に表示
される通知画面（たとえばコピー設定画面）においては、当該通知画面にて通知されるべ
き複数種類の情報（たとえば、消耗品情報、エラー情報および装置構成情報）のうちの全
ての種類の情報が表示されること、は必ずしも要しない。換言すれば、本願発明では、画
像形成デバイス３０が省電力モードを有する場合に表示される通知画面（たとえばコピー
設定画面）においては、当該複数種類の情報のうちの少なくとも１つの種類の情報（たと
えば消耗品情報およびエラー情報）が当該通知画面に表示されればよい。
【０１４７】
　以上のように、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移行に際して、複合情
報のうち所定程度よりも高い優先度Ｐを有する情報のみが、画像形成デバイス３０からサ
ーバデバイス２０へと送信されるようにしてもよい。
【０１４８】
　あるいは、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移行に際して、複合情報の
うちサーバデバイス２０における格納部２５の空き容量に基づき決定された情報のみが、
画像形成デバイス３０からサーバデバイス２０へと送信されるようにしてもよい。
【０１４９】
　具体的には、画像形成デバイス３０は、自デバイス３０における省電力モードへの移行
に際して、サーバデバイス２０の格納部２５の空き容量（移行時点での空き容量）を当該
サーバデバイス２０に問い合わせて取得する。そして、画像形成デバイス３０は、省電力
モードへの移行に際して、複合情報のうちサーバデバイス２０の格納部２５に格納するこ
とが可能な情報のみをサーバデバイス２０に送信する。なお、各種情報に関して予め設定
された優先度Ｐをも考慮して、所定程度よりも高い優先度Ｐを有する情報（たとえば、消
耗品情報およびエラー情報）が、サーバデバイス２０に送信される情報として優先的に決
定されることがより好ましい。
【０１５０】
　これによれば、サーバデバイス２０の格納部２５の空き容量を考慮した上で、通常モー
ドから省電力モードへの移行時における画像形成デバイス３０からサーバデバイス２０へ
の情報送信を行うことが可能である。
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【０１５１】
　　＜３．第３実施形態＞
　第３実施形態は、第１実施形態の変形例である。以下では、第１実施形態との相違点を
中心に説明する。
【０１５２】
　この第３実施形態では、省電力モードを有する画像形成デバイス３０が通常モードへと
復帰してしまうことをさらに抑制するために、上記第１実施形態の動作に加えて、次のよ
うな動作もが行われる。
【０１５３】
　詳細には、この第３実施形態では、サーバデバイス２０の非保有画面（次述）の表示に
際して画像形成デバイス３０が省電力モードを有する場合には、画面データの表示元デバ
イスがサーバデバイス２０から画像形成デバイス３０に切り替わることなく、当該非保有
画面がサーバデバイス２０の管理下において操作表示部４０に表示される。
【０１５４】
　当該非保有画面は、サーバデバイス２０にて保有されていない画面データに係る画面で
ある。当該非保有画面としては、画像形成デバイス３０で管理されているジョブ履歴情報
を表示するジョブ履歴画面３５０（図１６）、画像形成デバイス３０のバージョン情報を
表示するバージョン表示画面（不図示）等が例示される。ここでは、画像形成デバイス３
０における省電力モードへの移行に際して、ジョブ履歴画面３５０における通知対象情報
（ジョブ履歴情報）もが、画像形成デバイス３０からサーバデバイス２０へと送信される
態様について例示する。
【０１５５】
　図１６は、ジョブ履歴画面３５０を示す図である。当該ジョブ履歴画面３５０には、画
像形成デバイス３０で管理されているジョブ履歴情報（ジョブの実行履歴に関する情報）
が表示される。当該ジョブ履歴画面３５０に関する画面データは、サーバデバイス２０に
は保有されておらず、当該ジョブ履歴画面３５０は、原則として（画像形成デバイス３０
が通常モードを有する場合は）、画像形成デバイス３０の管理下において操作表示部４０
に表示される。
【０１５６】
　ただし、この第３実施形態では、当該ジョブ履歴画面３５０の表示に際してサーバデバ
イス２０が表示元デバイスとして動作している場合において、画像形成デバイス３０が省
電力モードを有するときには、例外的に、サーバデバイス２０の管理下において当該ジョ
ブ履歴画面３５０が操作表示部４０に表示される。
【０１５７】
　図１７および図１８は、非保有画面（ここではジョブ履歴画面３５０）の表示に関する
各デバイスの動作を概念的に示す図である。以下では、これらの図等を参照しながら、第
３実施形態の動作について説明する。なお、ここでは、ジョブ履歴画面３５０の表示に際
して画像形成デバイス３０が通常モードを有する場合（図１７）と、ジョブ履歴画面３５
０の表示に際して画像形成デバイス３０が省電力モードを有する場合（図１８）とに分け
て説明する。
【０１５８】
　　　　＜画像形成デバイス３０が通常モードを有する場合＞
　ジョブ履歴画面３５０の表示に際して画像形成デバイス３０が通常モードを有する場合
には、原則通り、当該画像形成デバイス３０の管理下において、ジョブ履歴画面３５０が
操作表示部４０に表示される。
【０１５９】
　詳細には、サーバデバイス２０において、簡易ＭＦＰ機能にてメニュー画面２４０（図
１５）内の履歴ボタン２２７が押下されたことによってジョブ履歴画面３５０（非保有画
面）の表示指示が受け付けられると、サーバデバイス２０は、画像形成デバイス３０の電
力モードを判定する。ここでは、ジョブ履歴画面３５０の表示に際して画像形成デバイス
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３０が通常モードを有する旨が判定される（図１７も参照）。なお、図１５は、ジョブ履
歴画面３５０（図１６）に遷移するための履歴ボタン２２７を含むメニュー画面２４０を
示す図である。当該メニュー画面２４０の画面データは、サーバデバイス２０にて保有さ
れており、簡易ＭＦＰ機能における初期画面として操作表示部４０に表示される。
【０１６０】
　そして、サーバデバイス２０は、画面データの表示元デバイスを自デバイス２０から画
像形成デバイス３０へと切り替える（図１７参照）。詳細には、サーバデバイス２０は、
表示元デバイスの切替指令とジョブ履歴画面３５０のリンク先を示すリンク先情報（ジョ
ブ履歴画面３５０の表示指令）とを、画像形成デバイス３０に送信する。そして、画像形
成デバイス３０は、当該切替指令とリンク先情報とに基づいてジョブ履歴画面３５０（図
１６）の画面データを操作表示部４０に送信し、操作表示部４０は、ジョブ履歴画面３５
０をタッチパネル４５に表示する（図１７参照）。なお、当該リンク先情報は、メニュー
画面２４０（図１５）の表示に際して画像形成デバイス３０からサーバデバイス２０へと
送信されていてもよく、あるいは、サーバデバイス２０にて予め登録されていてもよい。
【０１６１】
　このように、ジョブ履歴画面３５０（非保有画面）の表示に際してサーバデバイス２０
が画面データの表示元デバイスとして動作している場合において、画像形成デバイス３０
が通常モードを有するときには、原則通り、当該表示元デバイスがサーバデバイス２０か
ら画像形成デバイス３０へと切り替えられる。
【０１６２】
　　　　＜画像形成デバイス３０が省電力モードを有する場合＞
　一方、ジョブ履歴画面３５０の表示に際して画像形成デバイス３０が省電力モードを有
する場合には、例外的に、サーバデバイス２０の管理下において、ジョブ履歴画面３５０
が操作表示部４０に表示される。
【０１６３】
　具体的には、この第３実施形態では、画像形成デバイス３０は、省電力モードへの移行
に際して、ジョブ履歴画面３５０（非保有画面）の画面構成情報と当該ジョブ履歴画面３
５０における通知対象情報（ジョブ履歴情報）とを、複合情報（消耗品情報等）とともに
サーバデバイス２０に送信する（図１８参照）。当該画面構成情報には、通知項目情報お
よび配置位置情報等が含まれる。当該通知項目情報は、ジョブ履歴画面３５０にて通知す
べき通知項目（たとえばジョブ実行日時、実行対象ファイルのファイル名および実行ユー
ザ等）を示す情報である。また、配置位置情報は、当該通知項目情報とジョブ履歴情報と
のそれぞれの配置位置（ジョブ履歴画面３５０内での配置位置）を規定した情報である。
【０１６４】
　そして、サーバデバイス２０は、これらの情報（画面構成情報、ジョブ履歴情報および
複合情報）を自デバイス２０の格納部２５に格納する。
【０１６５】
　その後、サーバデバイス２０において、簡易ＭＦＰ機能にてメニュー画面２４０（図１
５）内の履歴ボタン２２７が押下されたことによってジョブ履歴画面３５０（非保有画面
）の表示指示が受け付けられると、サーバデバイス２０は、画像形成デバイス３０の電力
モードを判定する。ここでは、ジョブ履歴画面３５０の表示に際して画像形成デバイス３
０が省電力モードを有する旨が判定される（図１８も参照）。
【０１６６】
　そして、サーバデバイス２０は、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移行
に際して当該画像形成デバイス３０から受信した画面構成情報とジョブ履歴情報とに基づ
いて、ジョブ履歴画面３５０を生成して、生成したジョブ履歴画面３５０においてジョブ
履歴情報を通知（表示）する（図１６および図１８参照）。詳細には、サーバデバイス２
０は、画面構成情報における配置位置情報にて通知項目情報の配置位置として規定された
領域に当該通知項目情報を配置（表示）してジョブ履歴画面３５０（ジョブ履歴画面３５
０の画面データ）を生成する。そして、サーバデバイス２０は、生成した画面データにお
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いて、ジョブ履歴情報の配置位置として規定された領域に当該ジョブ履歴情報を配置（表
示）する（図１８参照）。
【０１６７】
　以上のように、第３実施形態では、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移
行に際して、ジョブ履歴画面３５０（非保有画面）の画面構成情報および当該ジョブ履歴
画面３５０における通知対象情報（ジョブ履歴情報）もが、サーバデバイス２０に送信さ
れる。端的に言えば、画像形成デバイス３０が通常モードを有する場合には表示元デバイ
スがサーバデバイス２０から画像形成デバイス３０へと切り替えられる画面の画面構成情
報および当該画面における通知対象情報もが、省電力モードへの移行に際してサーバデバ
イス２０に送信される。
【０１６８】
　そして、ジョブ履歴画面３５０（非保有画面）の表示に際してサーバデバイス２０が表
示元デバイスとして動作している場合において、画像形成デバイス３０が省電力モードを
有するときには、当該表示元デバイスが画像形成デバイス３０に切り替えられることなく
、サーバデバイス２０の管理下にてジョブ履歴画面３５０が表示される。そのため、画像
形成デバイス３０が省電力モードを有する場合には、当該ジョブ履歴画面３５０（非保有
画面）の表示に際して表示元デバイスが画像形成デバイス３０へと切り替わることがなく
、画像形成デバイス３０において省電力モードが維持される（通常モードへと復帰してし
まわない）。したがって、サーバデバイス２０が画像形成デバイス３０用の画面を操作表
示部４０に表示する場合において、省電力モードを有する画像形成デバイス３０における
省電力性の低下をさらに抑制することが可能である。
【０１６９】
　なお、ここでは、上記第３実施形態が第１実施形態の変形例として例示されている。具
体的には、上記第３実施形態では、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移行
に際して、複合情報（消耗品情報等を含む情報）の全てとジョブ履歴画面３５０の画面構
成情報とジョブ履歴情報とが、画像形成デバイス３０からサーバデバイス２０へと送信さ
れている。ただし、これに限定されず、たとえば、上記第２実施形態と第３実施形態とが
組み合わされて、次のような動作が行われてもよい。具体的には、複合情報の一部（たと
えば、複合情報のうち時点Ｔ１（図１３）から時点Ｔ２までの間に更新された情報）とジ
ョブ履歴画面３５０の画面構成情報とジョブ履歴情報とが、画像形成デバイス３０におけ
る省電力モードへの移行に際して画像形成デバイス３０からサーバデバイス２０へと送信
されるようにしてもよい。
【０１７０】
　　＜４．第４実施形態＞
　第４実施形態は、第１実施形態の変形例である。以下では、第１実施形態との相違点を
中心に説明する。
【０１７１】
　上記第１実施形態においては、サーバデバイス２０にて印刷ジョブの実行指示が受け付
けられた場合、画像形成デバイス３０がいずれの電力モードを有するかにかかわらず、当
該印刷ジョブはサーバデバイス２０から画像形成デバイス３０へと送信されている。
【０１７２】
　これに対して、この第４実施形態では、サーバデバイス２０にて印刷ジョブの実行指示
が受け付けられた場合において、画像形成デバイス３０が省電力モードを有するときには
、当該印刷ジョブは、画像形成デバイス３０へと送信されず別のＭＦＰ１０に送信される
。
【０１７３】
　具体的には、画像形成デバイス３０（ＭＦＰ１０ａ（図１９）における画像形成デバイ
ス３０）は、省電力モードへの移行に先立って、ＭＦＰ１０ａと通信可能な他のＭＦＰ１
０（たとえばＭＦＰ１０ｂ）の装置識別情報（ＩＰアドレス等）をもサーバデバイス２０
に送信する。なお、ＭＦＰ１０ｂは、ＭＦＰ１０ａと通信可能なＭＦＰ（印刷出力装置）
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であり、ＭＦＰ１０ａ（画像形成デバイス３０を備える装置（印刷出力装置））とは異な
る装置である。また、画像形成デバイス３０は、ＭＦＰ１０ｂの装置識別情報を予め取得
しているものとする。
【０１７４】
　その後、サーバデバイス２０において、たとえば、簡易ＭＦＰ機能におけるコピー設定
画面２３０（図９）の表示指示が受け付けられると、画像形成デバイス３０の電力モード
が判定される（ステップＳ１１，Ｓ１２（図１２））。
【０１７５】
　たとえば、コピー設定画面２３０の表示に際して画像形成デバイス３０が通常モードを
有するとステップＳ１２にて判定された場合は、第１実施形態と同様にして、サーバデバ
イス２０は、コピー設定画面２３０における通知対象情報（消耗品情報等）の送信要求を
画像形成デバイス３０に送信する（ステップＳ１５）。そして、サーバデバイス２０は、
当該送信要求に応じて画像形成デバイス３０から送信されてきた通知対象情報をコピー設
定画面２３０にて表示する（ステップＳ１６，Ｓ１７）（図１０も参照）。
【０１７６】
　その後、当該コピー設定画面２３０において「実行」ボタン２３９（図９）が押下され
たことによって印刷ジョブの実行指示が受け付けられると、サーバデバイス２０は、当該
印刷ジョブを画像形成デバイス３０に送信する。換言すれば、サーバデバイス２０にて印
刷ジョブの実行指示が受け付けられた場合において、画像形成デバイス３０が通常モード
を有するときには、サーバデバイス２０は、当該印刷ジョブを画像形成デバイス３０へと
送信する（図１９も参照）。
【０１７７】
　そして、画像形成デバイス３０は、当該印刷ジョブを実行する。
【０１７８】
　一方、コピー設定画面２３０の表示に際して画像形成デバイス３０が省電力モードを有
するとステップＳ１２にて判定された場合には、サーバデバイス２０は、画像形成デバイ
ス３０における省電力モードへの移行の際に受信した通知対象情報をコピー設定画面２３
０にて表示する（ステップＳ１３，Ｓ１４）。
【０１７９】
　その後、当該コピー設定画面２３０において「実行」ボタン２３９が押下されたことに
よって印刷ジョブの実行指示が受け付けられると、サーバデバイス２０は、当該印刷ジョ
ブを、画像形成デバイス３０ではなく他のＭＦＰ１０（ここではＭＦＰ１０ｂ）に送信す
る（図２０参照）。具体的には、サーバデバイス２０は、画像形成デバイス３０における
省電力モードへの移行に先立って当該画像形成デバイス３０から受信された装置識別情報
（ＭＦＰ１０ｂの装置識別情報）に基づいて、当該印刷ジョブをＭＦＰ１０ｂに送信する
。なお、サーバデバイス２０は、ＭＦＰ１０ｂにて印刷ジョブが実行される旨の通知（不
図示）を操作表示部４０に表示する。
【０１８０】
　そして、当該ＭＦＰ１０ｂは、ＭＦＰ１０ａ（詳細にはサーバデバイス２０）から受信
した印刷ジョブを実行する。
【０１８１】
　これによれば、サーバデバイス２０が印刷ジョブの実行指示を受け付けた場合において
、画像形成デバイス３０が省電力モードを有するときには、当該印刷ジョブが、画像形成
デバイス３０ではなく他のＭＦＰ１０（ここではＭＦＰ１０ｂ）に送信される。そのため
、画像形成デバイス３０が省電力モードを有する場合には、印刷ジョブが画像形成デバイ
ス３０へと送信されず、画像形成デバイス３０において省電力モードが維持される（通常
モードへと復帰してしまわない）。したがって、サーバデバイス２０が画像形成デバイス
３０用の画面を操作表示部４０に表示する場合において、省電力モードを有する画像形成
デバイス３０における省電力性の低下をさらに抑制することが可能である。
【０１８２】
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　なお、ここでは、上記第４実施形態が第１実施形態の変形例として例示されている。具
体的には、上記第４実施形態では、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移行
に際して、複合情報（消耗品情報等を含む）（詳細には複合情報の全て）に加えて、他の
ＭＦＰ１０の装置識別情報もが、画像形成デバイス３０からサーバデバイス２０へと送信
されている。しかしながら、本願発明はこれに限定されない。
【０１８３】
　たとえば、第４実施形態の思想が上記第３実施形態に適用されてもよい。具体的には、
画像形成デバイス３０における省電力モードへの移行に際して、複合情報と非保有画面の
画面構成情報と当該非保有画面における通知対象情報とに加えて、他のＭＦＰ１０の装置
識別情報もが、画像形成デバイス３０からサーバデバイス２０に送信されてもよい。
【０１８４】
　また、上記第２実施形態と第４実施形態とが組み合わされて、複合情報の一部（たとえ
ば、複合情報のうち時点Ｔ１（図１３）から時点Ｔ２までの間に更新された情報）と他の
ＭＦＰ１０の装置識別情報とが、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移行に
際して画像形成デバイス３０からサーバデバイス２０へと送信されるようにしてもよい。
【０１８５】
　さらに、第２実施形態と第３実施形態と第４実施形態とが組み合わされて、複合情報の
一部と非保有画面の画面構成情報と当該非保有画面における通知対象情報と他のＭＦＰ１
０の装置識別情報とが、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移行に際して画
像形成デバイス３０からサーバデバイス２０へと送信されてもよい。
【０１８６】
　また、上記第４実施形態では、画像形成デバイス３０における省電力モードへの移行に
際して、１台のＭＦＰ１０（たとえばＭＦＰ１０ｂ）の装置識別情報がサーバデバイス２
０に送信されているが、これに限定されない。たとえば、画像形成デバイス３０における
省電力モードへの移行に際して、複数のＭＦＰ１０のそれぞれの装置識別情報がサーバデ
バイス２０に送信されてもよい。複数のＭＦＰ１０のそれぞれの装置識別情報がサーバデ
バイス２０に送信される場合には、画像形成デバイス３０は、省電力モードへの移行に際
して、各ＭＦＰ１０における消耗品情報、各ＭＦＰ１０におけるエラー情報および各ＭＦ
Ｐ１０の装置構成情報をも、サーバデバイス２０に送信するようにしてもよい。そして、
サーバデバイス２０は、印刷ジョブの実行指示を受け付けた際に画像形成デバイス３０が
省電力モードを有する場合、各ＭＦＰ１０に関する上記３種類の情報（消耗品情報、エラ
ー情報および装置構成情報）に基づいて、印刷ジョブにて指定された設定内容に従った印
刷出力を実行することが可能なＭＦＰ１０を特定し、特定したＭＦＰ１０に印刷ジョブを
送信するようにしてもよい。
【０１８７】
　さらに、上記第４実施形態では、他のＭＦＰ１０の装置識別情報が画像形成デバイス３
０からサーバデバイス２０に送信されているが、これに限定されない。たとえば、他のＭ
ＦＰ１０の装置識別情報が、画像形成デバイス３０からサーバデバイス２０に送信されず
、サーバデバイス２０に予め格納されていてもよい。そして、サーバデバイス２０が印刷
ジョブの実行指示を受け付けた場合において、画像形成デバイス３０が省電力モードを有
するときには、サーバデバイス２０は、自デバイス２０に予め格納されている他のＭＦＰ
１０の装置識別情報に基づいて、当該印刷ジョブを、画像形成デバイス３０ではなく他の
ＭＦＰ１０（たとえばＭＦＰ１０ｂ）に送信するようにしてもよい。
【０１８８】
　　＜５．変形例等＞
　以上、この発明の実施の形態について説明したが、この発明は上記説明した内容のもの
に限定されるものではない。
【０１８９】
　たとえば、上記各実施形態等においては、サーバデバイス２０におけるコピー設定画面
の表示に際して画像形成デバイス３０が省電力モードを有する場合、画像形成デバイス３
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０からサーバデバイス２０へと予備的に送信された通知対象情報が当該コピー設定画面に
表示されている。また、当該通知対象情報としては、画像形成デバイス３０における消耗
品情報とエラー情報と装置構成情報との３種類の情報が例示されている。
【０１９０】
　しかしながら、本願発明はこれに限定されず、サーバデバイス２０における他の通知画
面（サーバデバイス２０にて保有されている画面）の表示に際して画像形成デバイス３０
が省電力モードを有する場合においても、同様の動作が行われてもよい。また、当該通知
対象情報は、当該３種類の情報以外の種類の情報（たとえば、画像形成デバイス３０に格
納されているファイルに関する画像情報）であってもよい。
【０１９１】
　具体的には、サーバデバイス２０におけるボックス印刷設定画面２６０（次述）の表示
に際して画像形成デバイス３０が省電力モードを有する場合、画像形成デバイス３０から
サーバデバイス２０に予備的に送信された通知対象情報が当該ボックス印刷設定画面２６
０に表示されてもよい。また、当該通知対象情報は、画像形成デバイス３０に格納されて
いるファイルのサムネイル画像に関する画像情報であってもよい。
【０１９２】
　図２１は、ボックス印刷機能（ボックス印刷ジョブ）における設定画面（ボックス印刷
設定画面２６０）を示す図である。ボックス印刷設定画面２６０では、画像形成デバイス
３０に格納されているファイル（ファイルのサムネイル画像）が一覧表示される。サーバ
デバイス２０は、当該ボックス印刷設定画面２６０の画面データを有し、当該ボックス印
刷設定画面２６０は、サーバデバイス２０の簡易ＭＦＰ機能において（サーバデバイス２
０の管理下において）操作表示部４０に表示される。当該ボックス印刷設定画面２６０は
、画像形成デバイス３０に格納されているファイルのサムネイル画像（画像形成デバイス
３０で管理されている画像データ（画像情報））を通知（表示）する通知領域（４６１，
４６２，...）（図２１）を有する。
【０１９３】
　この改変例では、画像形成デバイス３０は、自デバイス３０における省電力モードへの
移行に際して、自デバイス３０に格納されているファイルのサムネイル画像の画像データ
をも含む複合情報を、予備送信情報としてサーバデバイス２０へと送信する。
【０１９４】
　そして、サーバデバイス２０の管理下における当該ボックス印刷設定画面２６０の表示
に際しては、上記第１実施形態と同様の動作（図１２等）が行われる。
【０１９５】
　詳細には、メニュー画面２２０（図７）にて「ボックス印刷」ボタン２２４が押下され
ると、サーバデバイス２０は、当該ボックス印刷設定画面２６０の表示指示を受け付ける
（ステップＳ１１）。
【０１９６】
　当該ボックス印刷設定画面２６０（通知画面）の表示に際して画像形成デバイス３０が
通常モードを有する場合には、サーバデバイス２０は、ボックス印刷設定画面２６０にて
通知されるべき通知対象情報（ここではサムネイル画像の画像データ）の送信要求を画像
形成デバイス３０に送信する（ステップＳ１５）。そして、サーバデバイス２０は、当該
送信要求に応じて画像形成デバイス３０から送信されてきた画像データに係るサムネイル
画像（２６１，２６２，...）を、ボックス印刷設定画面２６０（図２２参照）内の通知
領域（４６１，４６２，...）に配置（表示）する（ステップＳ１６，Ｓ１７）。なお、
図２２は、サムネイル画像（２６１，２６２，...）が配置（表示）された状態のボック
ス印刷設定画面２６０を示す図である。
【０１９７】
　一方、ボックス印刷設定画面２６０の表示に際して画像形成デバイス３０が省電力モー
ドを有する場合には、サーバデバイス２０は、画像形成デバイス３０における省電力モー
ドへの移行に際して受信した複合情報（予備送信情報）から通知対象情報（ここではサム
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ネイル画像の画像データ）を抽出する（ステップＳ１３）。そして、サーバデバイス２０
は、抽出した画像データに係るサムネイル画像（２６１，２６２，...）をボックス印刷
設定画面２６０（図２２参照）内の通知領域（４６１，４６２，...）に配置（表示）す
る（ステップＳ１４）。
【０１９８】
　このように、サーバデバイス２０におけるボックス印刷設定画面２６０（図２２）の表
示に際して画像形成デバイス３０が省電力モードを有する場合、画像形成デバイス３０か
らサーバデバイス２０に予備的に送信された通知対象情報（ここでは、サムネイル画像の
画像データ）が、当該ボックス印刷設定画面２６０に表示されてもよい。
【０１９９】
　さらに、サーバデバイス２０におけるプレビュー画面２７０（次述）の表示に際して画
像形成デバイス３０が省電力モードを有する場合、画像形成デバイス３０からサーバデバ
イス２０に予備的に送信された通知対象情報が、当該プレビュー画面２７０に表示されて
もよい。また、当該通知対象情報は、画像形成デバイス３０に格納されているファイルの
プレビュー画像に関する画像情報であってもよい。
【０２００】
　図２３は、画像形成デバイス３０に格納されているファイルのプレビュー画面２７０を
示す図である。サーバデバイス２０は、当該プレビュー画面２７０の画面データを有し、
当該プレビュー画面２７０は、サーバデバイス２０の簡易ＭＦＰ機能において（サーバデ
バイス２０の管理下において）操作表示部４０に表示される。プレビュー画面２７０は、
画像形成デバイス３０に格納されている特定のファイルのプレビュー画像を通知（表示）
する通知領域４７１（図２３）を有する。当該通知領域４７１には、画像形成デバイス３
０で管理されているファイルのプレビュー画像が配置（表示）される。
【０２０１】
　この改変例では、画像形成デバイス３０は、自デバイス３０における省電力モードへの
移行に際して、自デバイス３０に格納されているファイルのプレビュー画像の画像データ
をも含む複合情報を、予備送信情報としてサーバデバイス２０へと送信する。
【０２０２】
　そして、サーバデバイス２０の管理下における当該プレビュー画面２７０の表示に際し
ては、上記第１実施形態と同様の動作（図１２等）が行われる。
【０２０３】
　具体的には、ボックス印刷設定画面２６０（図２２）にて特定のファイルが選択された
状態でプレビューボタン２６８が押下されると、サーバデバイス２０は、当該プレビュー
画面２７０の表示指示を受け付ける（ステップＳ１１）。
【０２０４】
　当該プレビュー画面２７０（通知画面）の表示に際して画像形成デバイス３０が通常モ
ードを有する場合には、サーバデバイス２０は、プレビュー画面２７０にて通知されるべ
き通知対象情報（ここでは特定のファイルのプレビュー画像２７１の画像データ）の送信
要求を画像形成デバイス３０に送信する（ステップＳ１５）。そして、サーバデバイス２
０は、当該送信要求に応じて画像形成デバイス３０から送信されてきた画像データに係る
プレビュー画像２７１を、プレビュー画面２７０（図２４参照）内の通知領域４７１に配
置（表示）する（ステップＳ１６，Ｓ１７）。なお、図２４は、プレビュー画像２７１が
配置（表示）された状態のプレビュー画面２７０を示す図である。
【０２０５】
　一方、プレビュー画面２７０の表示に際して画像形成デバイス３０が省電力モードを有
する場合には、サーバデバイス２０は、画像形成デバイス３０における省電力モードへの
移行に際して受信した複合情報（予備送信情報）から通知対象情報（ここではプレビュー
画像２７１の画像データ）を抽出する（ステップＳ１３）。そして、サーバデバイス２０
は、抽出した画像データに係るプレビュー画像２７１を、プレビュー画面２７０（図２４
参照）内の通知領域４７１に配置（表示）する（ステップＳ１４）。



(31) JP 6863094 B2 2021.4.21

10

20

【０２０６】
　このように、サーバデバイス２０におけるプレビュー画面２７０（図２４）の表示に際
して画像形成デバイス３０が省電力モードを有する場合、画像形成デバイス３０からサー
バデバイス２０に予備的に送信された通知対象情報（ここでは、プレビュー画像の画像デ
ータ）が、当該プレビュー画面２７０に表示されてもよい。
【０２０７】
　また、上記各実施形態等においては、主にサーバデバイス２０のＣＰＵにてソフトウエ
アプログラムを実行することによって、上述の各種の動作が実現される態様が例示されて
いるが、これに限定されず、たとえば、サーバデバイス２０にて設けられたハードウエア
（専用ハードウエア等）を用いて、上述の各種の動作が実現されるようにしてもよい。よ
り詳細には、通信制御部２９ａ、操作制御部２９ｂおよび動作制御部２９ｃ（図４）等の
全部または一部が１または複数の専用ハードウエアを用いて実現されてもよい。
【符号の説明】
【０２０８】
　１０　ＭＦＰ
　２０　サーバデバイス
　３０　画像形成デバイス
　４０　操作表示部
　２１０～２４０，２６０，２７０　（サーバデバイス内に保存される）画像形成デバイ
ス用画面
　３２０，３５０　（画像形成デバイス内に保存される）画像形成デバイス用画面

【図１】 【図２】
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【図８】 【図９】
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【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】



(35) JP 6863094 B2 2021.4.21

【図１８】 【図１９】

【図２０】 【図２１】

【図２２】
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【図２３】

【図２４】

【図２５】
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